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学体連会報
第41回 北海道大会余話
-50周年記念行事を終えて一

会 長

I 全国大会の開催地が,現行の東・中・西の順
に, しかも5年前に決定されるようになったのは

平成 7年からで, これに全国先駆けて名乗りを挙

げて頂いたのは北海道 (山越正敏会長)でした。

私は山越会長の前任者であった石原金治・金井孝

会長とも早くから眠懇にして頂いていたし,周年
の節目がちようど同14年度に当たっていたので,

記念行事も北海道大会時に, また, この機に念願

の幼稚園部会の旗揚げもしたいと考えていました。

1 私は本会の理事就任以来,機会あるごとに幼
稚園部会の必要性について説き,教育改革の原点
は幼児教育にあることを訴えて参りました。幸い,

昭和54年の第18回東京大会から毎年幼稚園部会は

開かれるようになったし,東京で実施する実技研
修会の幼稚園部門も同58年から継続して行われる

ようになりました。また, これらの行事を支援す

るため,私は私立幼稚園の園長や公立幼稚園の主
任,幼児の運動遊びに関心をもつ大学の先生方を
集めて研究会を毎月開いてもいましたから,毎年
夏開催されるさきの研修会には,これらの人たち
が中心になって運営に当たっていました。しかし,

全国大会時の幼稚園部会にせよ, さきの実技研修

会にせよ,その実施を機会に組織や活動が発展・
拡充することはありませんでした。このため各地

区の実態調査も何回か試みてきました。

Ⅲ 幸い,渡辺昌平氏 (教育シューズ振興会会長)
は, このような状況を察知され,その一助にもと
幼児用の靴の開発に取り組んで頂くことになりま

した。また早くも平成 9年には宮本靖彦氏 (教育

シューズ振興会理事長)は,学校用品関係の会社
とも連絡をとりながら販路の開拓に奔走,その途
次東京でお会いする時は各地の状況を伺ったりし

ていました。氏のラポートづくりは北は北海道か
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ら南は沖縄まで及び, これが禍したのか突如平成

13年 5月 と10月 ,脳梗塞で斃れられ静養, このた
め北海道大会ではお会いすることができませんで

した。宮本氏と同10年 6月 ,山手線の代々木駅で

お会いした時は,「大会当日には特注の記念袋の中

に必要な資料や用品を入れて一」などと話されて

いたことが思い出されます。待望の幼児用の靴は

何回かの試作を経て同14年初頭には「教育バレー

①DX」 として市販されるようになりました。も

ちろん, これはひとえに渡辺昌平会長の英断によ

るもので,ま た氏の人柄と他に比肩すべくもない

営利を度外視して生まれた「実業」の製品でもあ

ります。それだけに,幼稚園部会の立ち上げの一
助になればと願つています。

Ⅳ 私は,全国大会ではいつも簿 1(幼稚園)分
科会に参加して主催者としてお礼を申しあげるこ

とにしていますので,北海道でも札幌市立ひがし
なえば幼稚園 (今井紀恵園長)にお邪魔しました。
当園では 「生き生きと活動する子どもを育てる」

ことを目標に,13名の全教職員がそのモデルとな

って率先垂範されており,今井先生のリーダーシ
ップが園全体に浸透していることを肌で感じまし

た。仄聞するところによれば,先生は 「幼児教育
ほどやりがいのある仕事はない」と自ら希望され,

2年前小学校から当園に着任されたとか。また後

刻,耳にしたのですが,今井先生のご主人はこの

研究集会の直後亡くなられたとのこと,当 日,先生

の毅然とした清楚な姿を思い出すとなおのこと感

謝の辞に窮するほどです。

(注)私は,伺つた幼稚園や小学校には,毎年,そのしる
しとして,一輪車 (20台)を寄贈することにしています。
一輪草にこだわる所以は,「私の一輪車物語」などとして

機会を得て述べたいとも考えています。

―
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学習指導要領の改訂と体育・保健体育科における教育改革

一評価と目的 方法との関係―

東京女子体育大学教授 本 本寸 清 人
(前文部科学省スポーツ 青少年局体育官)

教育評価をめざして

文部科学省から,平成13年 4月 に「小学校児童指

導要録,中学校生徒指導要録等の改善等についてJ

が通知された。これは,先の小学校および中学校の

学習指導要領の改訂に伴う教育課程審議会答申「児

童生徒の学習と教育課程の実施把握状況の評価の在

り方について」 (平成12年 12月 )を受けるものであ

る。そこでは,基礎・基本を確実に身につけさせる

ことはもとより, 自分で課題を見つけ, 自ら学び,

自ら考え,問題を解決する資質や能力などの「生き

る力Jが育まれているかをとらえることができる評

価の工夫の必要を求めている。これが現在,学校教

育現場で対応をせまられている (常に,「いわゆる

絶対評価Jと いう修飾語が付されている)「目標に

準拠した評価Jへの転換の契機である。

平成12年の答申では, これからの評価の基本的な

考え方が述べられ,学習指導要領が示す基礎・基本
の確実な習得を評価するため,あ るいは児童一人ひ

とりの進歩の状況や教科の目標の実現状況を把握し

学習指導の改善に生かすためには「目標に準拠した

評価Jが優れていると結論づけている。

確かに,「目標に準拠した評価Jは, これまでの
「集団に準拠した評価J(こ れは「相対評価Jと称さ

れている)の考え方では見過ごされることが多かっ

た目標を実現してこなかった子ども,あるいは実現
したが評価されなかった子どもに焦点をあてること

に貢献し,学習指導の改善に利する。ただし, この

貢献を実現するためには何点かの条件が必要になっ

てこよう。今回はその中の 2点について論述してみ

た。

1 目標の設定について

「目標に準拠した評価」である以上, 目標が問わ

れなければならない。その際,気になるのが,いつ

も付帯してくる「いわゆる絶対評価Jという月語で

ある。これまで使われてきた相対という用語の反語

福島大学教育学部教授 (附属小学校校長) 森  知 高

1 改訂のポイント
今回の改訂は,完全学校週 5日制の下,生徒に豊
かな人間性や自ら学び自ら考える力などの「生きる

力Jの育成を図ることを基本的なねらいとして行わ
れたものである。このため,各教科等の目標を見直
すとともに,その目標を実現するために教育内容を
厳選し,基礎的・基本的な内容を示している。つま
り,教育内容の厳選と基礎・基本の徹底である。
体育・保健体育においては,多様な体育活動を通
して体だけではなく心にも迫る体育をめざすことか

ら,「′いと体を一体としてとらえJ,①積極的に運動
に親しむ資質や能力の育成,②健康の保持増進のた
めの実践力の育成,③体力の向上の 3つ を具体的な
目標として掲げるとともに, これらは相互に密接に

関連していることを強調している。この目標を実現

するために,新たに必修の内容として心にも迫る
「体ほく
゛
しの運動」が加わったこと,「スポーツJ

「ダンスJについては発達段階や児童生徒の能力・
適性等に応じていっそう選択して履修し,運動に親
しむ資質や能力を育成することができるよう運動の

取り上げ方が弾力化されたこと,各運動領域の内容
が① 「技能の内容J,② 「態度の内容J,③ 「学び方
の内容Jの 3本柱で構成されたことなどが大きな改
善のポイントである。

体育・保健体育の固有の目標,その固有の目標を
実現するための基礎・基本は,体育の場合,各運動
領域ごとに示された「技能」「態度J「学び方Jの 3
つの内容だということである。もとより中 。高校に

おいては,体育に関する理論も含む。要は 「学び
方Jが体育の基礎・基本の 1つになったということ
であり,体育活動を通した「生きる力Jの育成とい
うことである。
2 体育の指導と評価
先に述べたように,教育内容の厳選と基礎・基本
の徹底がこれからの指導と評価の原点である。基礎
・基本を確実に身につけさせ, 自ら学び, 自ら考え
る力などの「生きる力J(「確かな学力J)を はぐく
んでいくためには,個に応じた指導の充実を図ると
ともに,一人ひとりの学習状況を適切に評価し,指
導に生かしていくことが重要である。

その意味で,今回,学習指導要領に示す目標に照
らして学年・学級における位置づけを評価 (絶対評

価を加味した相対評価)し ていた評定についても,
学習指導要領に示す目標に準拠した評価 (いわゆる

絶対評価)に改めたことは時宜を得たものといえる。
そのためには,各学校における評価の根拠が今ま
で以上に明確で信頼でき,保護者等にも説明できる
客観的なものであることが大切となる。適切な評価
規準の作成である。
しかし,評価規準の作成と改善が喫緊の課題では
あるが,それ以上に大切なことは,体育の年間計画
に即した各学年ごとの各単元の指導計画の作成であ
る。各学年の各単元計画を作成せずして,評価規準
の作成はあり得ない。例えば,単元の目標を,①技
能の内容,②態度の内容,③学び方の内容の 3つ の
柱で立てる。その単元の日標を実現するための学習
内容をどのように展開していくか,学習の道筋 (学
習過程)を 明確にする。その上で,学習の道筋に即
した評価規準を国等が示したそれを参考にして書き

込んでいく。この手順をとれば,評価規準が指導に
生きるものとなるだけでなく,指導があつての評価
活動ということが明確に認識できる。指導と評価の
一体化である。

評価規準を作成するにあたっては,精選すること
が必要である。そのためには,各評価の観点ごとに
視点を持つとよい。例えば,「関心・意欲・態度J
では,運動の楽しさ体験,公正・協力などの社会的
態度,健康安全にかかわる態度。「思考・判断」で
は, 自己の運動課題を持つ,課題を解決するための
内容と方法を決める, 自己の学習活動を振り返る。
「技能」では,ね らい 1で今持つている技能をゲー
ムに生かすことができる,ね らい2で新しく身につ
けた技能をゲームに生かすことができる,技能や記
録が向上した。「知識・理解Jでは,ね らいと特性,
技術構造,審判法とルールなど。
なお,評価・評定をするにあたって各観点ごとに
重みづけをするという考え方もあるが,私は基本的
にその必要はないと考える。なぜならば,平成 4年
の指導要録の改訂の折,知識偏重,技能偏重の弊害
を改善するということから「新しい学力観」が提示
され,先の4つの評価の観点で学習状況を評価する
ことになったからである。しかも, 4つ の評価の観
点は相互に密接に関連し合っているからである。
いずれにせよ大切なことは,教師の適切な指導の
下,児童生徒自ら主体的な学習活動と振り返りを行
うことによって,運動の特性に触れて得られる運動
の楽しさ・喜びを味わうことができるようにするこ

とである。

としてある絶対と解釈することもできるが, 目標が

絶対的なものともとられかねない。また,教師から
の一方的なトップダウン形式のものともとられかね

ない。この評価がいわゆる観点別でなされるなら,

それらは 「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技

能Jの面からとらえられる。いったい絶対的な「関

心・意欲・態度J「思考・判断Jを 設定することが

できるのであろうか。また, どの数値をもって絶対

的「技能」とするのであろうか。絶対は学習者の位

置づけを純粋に,定めた目標との比較で行うという
ことである。付言すれば,「集団に準拠した評価J

も目標との比較で行われているはずであり,その結

果を集団の中で序列化しているのである。評価は,

日標―内容一方法―評価の関連の中でしか位置づか

ない。これまでは「集団に準拠した評価Jを行うて

きたといっても,われわれはいままでも目標を定め

ていたはずである。すなわち今回の改革は, 日標の

定め方を問うているといってもよい。学校が,教員
が,説明責任を負いながら実現可能な目標―内容―

方法の構築と提示を問われているのである。

その時,一部でいわれているように,「関心・意

欲・態度J「思考・判断」「技能」を方向目標と達成

目標にとらえなおしてみることもできる。達成目標

は「十分満足できるJ「おおむね満足できる」「努力

をようするJと 判断されよう。方向目標は「その方

向にある」「ないJと判断されよう。

2 評価の取り扱い

上述してきたような目標―内容一方法とかかわる

評価であれば,それを子どもたちは自分を伸ばすた

めに利用 (学習評価)でき,教師は自分の授業を改

善するために利用 (授業評価)できる。これこそが

教育評価であろう。学期が終わった,評価が終わっ

た,ではなく, ここから始まるのである。
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教科体育 (小学校)における指導と評価
―評価活動,総括,評定の客観化と簡便化をめざす評価方法を求めて一

常務理事 (荒り|1区立ひぐらし」学校校長) 後  藤  ―  彦

はじめに                     のようにBのイメージを膨らませ,子どもの学びの
「観点別評価Jも 「評定Jもすべて「目標に準拠  姿として連続的に捉えると,A,B,Cを固定的では
した評価」 (いわゆる絶対評価)と なった現在,各  なく発展的に捉えるようになるとともに,Aや Cの
学校の評価の課題の第一歩は,「単元ごとの評価規  段階を敢えて文言で設定する必要性も希薄化し,評
準Jの作成かと思います。しかし,評価の主旨は,  価規準設定作業の簡便化にもつながると思います。
「学力保障Jと '「学習状況の表現Jにあり, これに  3「 評価活動」と「総括や評定」の峻別を    (
伴って 「教師の指導法の改善Jや 「学校の説明責   学力保障の機能を担う学習中の「評価活動Jと ,

任」が求められています。             学習状況を表現するための「観点別評価の総括」や

そこで,各学校は第二の課題として,学力の保障  「評定への総括Jと は,機能が異なるだけに評価の
の機能を担う学習中の「評価活動Jと ,学習成果の  具体場面や方法も異なります。この点を明確に峻別
状況を表現する「観点別評価の総括Jや 「評定Jを   して取り扱うようにしないと,評価の手続きは複雑
客観的かつ簡便に行うための評価方法の工夫に取り  化して効率が落ち,機能が果たせなくなります。
組みつつあると思います。その具体的方法について   そこで 「評価活動Jは,評価規準をさらに具体化
は,すでに国立教育政策研究所教育課程研究センタ  した 「学習活動における具体の評価規準Jを設定
―などから参考資料が示されておりますが,本稿で  し,それを上記 1で述べた「学習の道すじ」に即し
は客観化と簡便化を図る評価方法をめざすことを趣  て,いつ, どんな観点で評価するかを評価計画に位
旨に,その留意点について考えてみました。     置づけ,指導的評価として行います。この時, Cの
1 評価は「目標の明確化」からはじめる      子どもに適切な支援を行い, Bの子どもにはAに方
学力を保障するためには,まず,そ の「単元のね  向づけた示唆を与えることこそ評価活動の本命で
らいJが明確でなければなりません。        す。

教科体育 (中学校)における指導と評価の一体化

報連体学
報連体学 第 40号

そのため, この運動は,「技を達成することが特

性となる運動である」とか「チームの作戦をめぐっ

て学習が深まる運動であるJな どのように「運動の

特性Jを明確にする必要があります。この特性吟味
が十分でないと,次に評価規準を作成する段階で,
各領域の評価規準が似通ったものになり,結果とし
て規準の明確性を欠くことになります。

そこで,他の運動と比較・対照しながら特性を明
確にし,その特性にふれる「単元のねらいJや 「学
習の道すじJを設定することが大切と考えます。
2「評価規準の設定」は「 B」 の状況を基盤に

観点別学習状況の評価は,周知のようにA, B,
Cの 3段階により行われますが,判断の拠り所とす
る「評価規準Jは, 3段 階に設定するよりも「Bの
状況Jを基盤として設定し,Aと Cは, Bと の関連
で捉えるようにします。すなわちAと は, Bの状況
がさらに質的な深まりや広がりを実現した状況と

し, Cと は, Bを満足していない状況とします。こ

上記「具体の評価規準Jのうち,単元の目標に直
結するものを精選して単元の後半に位置づけて評価

し,単元終了後などに総括し学習状況を端的に表現 J
するのが 「観点別学習の評価Jや 「評定Jです。 

｀

4「総括」や「評定」の点数化の課題
上記 3に述べた 「観点別学習の評価Jや 「評定J
への総括の方法例として,「学習活動における具体

の評価規準Jの評価結果や,「観点別評価Jの結
果 :A, B, Cを 点数化する場合があります。
点数化した結果を総括し,最終評定のA, B, C
を判断する 「ものさし」が「評価規準」です。これ

は,各学校で定めるべきことですが,達成率で83%
をA,50%未 満をCと する例などが示されていま
す。点数化は,数値のもつ意味を正しく理解して行
えば処理を容易にする有効な方法の 1つです。

しかし,上記 2に述べたBを核とした連続的で精
度の高い 「学びの姿Jに照らして総括や評定を行う
ことも,有効な方法であることを申し添えます。

常務理事 (板橋区立志村第二中学校校長)

はじめに

中学校においては, 目標に準拠した評価による評

価活動が実施され,改めて教師の指導力がいっそう
問われています。特に指導と評価の一体化を図るた

めには,指導のねらいに基づく適切な評価規準によ
って,生徒の学びの姿を具体的にとらえることが重
視されています。

そこで,平成14年度「東京の教育21」 研究開発委
員会中学校保健体育部会の資料作成に関わつた者と

して,そ の概要をここに紹介します。
1 研究主題
「内容のまとまりごとの評価規準及び評価方法等

の研究開発」

2 研究の概要
本研究開発においては「生きる力」を育むための

評価方法の工夫・改善をめざし,体育分野の各領域
の評価規準をより具体化するとともに,そ の評価規
準に基づいて「生徒の学習の実現状況Jの具体例を
示し,評価規準に即した生徒の学びの姿を明らかに
した。

また,指導・評価計画例に各観点別の評価規準を
重点化して位置づけ,指導・評価計画例に基づいて
評価した生徒への指導事例を示すなど,指導と評価
の一体化のあり方を追求した。

3 研究の内容
評価方法の工夫・改善をめざして,次の 3点を中
心に指導資料を作成した。

(1)内容のまとまり (体育分野)ごとの評価規準例
の作成

国立教育政策研究所教育課程研究センターから示
された体育分野各領域の「おおむね満足できる状況J
にある観点別学習状況の評価および平成 13年度 「東

京の教育21J研究開発委員会保健体育部会指導資料
にある目標に準拠した評価規準の視点を参考に,学
習指導要領にある技能・態度・学び方の内容に照ら
して,よ り重点化した評価規準例を作成した。
② 「生徒の学習の実現状況Jの具体例の作成
生徒の学習活動において 「おおむね満足できる状

況Jの評価規準に照らして,生徒の学びの姿を適切
に見取るための具体例 (「生徒の学習の実現状況J
の具体例)を 作成した。

佐 山 義 昭

(鋤 評価後の指導事例の作成

評価規準および 「生徒の学習の実現状況Jの具体
例を明示した指導・評価 (単元)計画を作成し,そ
の計画に基づいて評価した生徒への指導事例を示し

た。

4 評価規準および「生徒の学習の実現状況」の具
体例作成の基本的な考え方

(1)学習指導要領の内容と評価の観点との主な関連

観点別学習状況の評価の4観点と学習指導要領に
ある内容において,関連の深いものを結びつけて,
評価規準例および 「生徒の学習の実現状況Jの具体
例を作成した。

け)観点別学習状況の評価の4観点における「十分
満足できる状況」 (A),「おおむね満足できる状
況」 (B),「努力を要する状況J(C)の評価規準
の考え方の例

4観点の3段階評価における生徒の学びの姿をと
らえ,「生徒の学習の実現状況Jの具体例を作成し
た。

わ)指導と評価の一体化
評価規準に基づく教師の評価は,指導することに
対する評価であり,評価した後,生徒への指導・支
援を行うとともに, 自己の指導の改善・見直しを図

り,次の指導に生かすことが重要である。本研究で
は,評価した後の生徒への指導事例を作成し,指導
と評価の一体化の一例を示した。

5 研究のまとめ
保健体育科において 「生きる力Jを育むためには,

体育・保健学習を通して,課題を発見する能力や課
題を解決する力などの育成が求められている。また,

同時に指導と評価の一体化の重要性が示されている。

このようなことから目標と照らしてその実現状況を

見る評価 (いわゆる絶対評価)の充実に向けて,よ
り指導のねらいを明確にした評価規準の改善・見直

しが必要である。また,指導と評価の一体化をより
図るためには,指導・評価計画や評価方法をさらに
工夫・改善し,よ り教師の手旨導へ反映することので
きる具体的な方法を開発するとともに,生徒の自己
評価および教師の見取りによる関心・意欲・態度 ,

思考・判断などの評価に効果的に活用できる学習カ

ー ドの研究開発は今後の課題である。
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浅田 隆夫

本連合会の50周年記念式典を行うにあたり,全
国各地からご参集いただきまして誠にありがとう

ございました。

50年 と申しますのは,本連合会の前身である日
本体育指導者連盟が財団として認可されてからと

いうことであります。この問, 5人 の会長をはじ じて本会の存在を世に問うべく努力しなければな

らないと考えています。

思うに,21世紀の体育・スポーツは,人間の一
生を通じてその生存に関わる大きな問題となり,

その基礎となる学校体育の役割はいっそう重要と

なりました。私どもはこの重要性を認識する時 ,

性泥たるものがあり,また,そ の指導性を発揮し
ているか否かを自省する時,微力を恥ずる次第で
あります。今後,私 どもはこのような視点に立っ
て内外の現実を洞察し,新たな学校体育のあり方
を求めて努力すべく決意を新たにするものであり

ます。ここに, この記念すべき50年 を会員,関係
各位と喜びを分かち合い,団結を深め,友好団体
と手を携えて共に前進すべく,い っそうの協力を
お願いして,ごあいさつといたします。

平成14年 10月 16日 (水),全国学校体
育研究大会 (北海道大会)の前日,本L幌
市 京王プラザホテル札幌エミネンスホ
ールにて 50周年記念式典 祝賀会が開
催された。   ・
当日は,全国各地より160余名の参加
を得,各方面より多数のl~祝辞をいただ
いた。また,これ誅で長年にわたつて財
団を支えてきた特別賛助会員各社に感謝

状の贈呈が行われた。

ここでま,当日の写真と共に,式典
祝賀会の模様を報告する。

め, これを支えていただいた中央・地方の役員,

会員関係各位のご尽力により,諸事業と組織の拡
大が図られてまいりました。そして今日,その恩
恵を私どもが浴していることを思う時, これらの

先人の業績に改めて深い敬意と感謝を捧げるもの

であります。

いま,私どもは, この遺産のうえに種々の事業
を行うと共に,都道府県の方々の努力により年を
追って組織の充実も図られてまいりました。これ

らの諸事業の歩みは,50年誌に掲載させていただ

きました。また,本 日の式典で,物心両面のご支
援を賜りました長年の賛助会員112名 の方々に感

謝状を贈り,感謝の意を表すと共に,私どもは本
連合会の創設の精神を偲び,その成果の普及を通

幸長連体学 第 40号
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▲会長あいさつ

文部科学省スポーツ 青少年局,スポーツ 青少年総括宮
徳重  員光

財団法人日本学校体育研究連合会の50周年の式

典・祝賀会おめでとうございます。これまで種々

の研究調査活動,あ るいは学校体育指導者の資質
向上のためのさまざまな事業をやってこられまし

て, 日本の学校体育の充実・振興のために大きな

役害1を果たしてこられました。これまでの成果の

おかげで,多 くの国民がさまざまなスポーッに親
しむ,そういう基盤を作っていただいたと思って
おります。また,体力の向上にもいろいろな形で
役立っていただいたと思っております。

ご案内のとおり,今子どもたちの体力が非常に
落ちております。先だって中央教育審議会の答申

が出されたところでございますが,そ の中でも,

長期的に体力の低下があるということで,い ろい
ろな対応策の提言をいただいております。学力が

落ちているということに対しては国民みんなが′い

配をするのですが,体力が落ちているということ
にはあまり関心がありません。しかしながら,先
だって,学者の方をお訪ねしましたが,研究をす
るためにも体力はどうしても必要だとおっしゃる

わけです。そういった意味で,中教審の答申をい

ただいて,体力の向上のために,い ろいろな施策
を打っていきたいと思っているところであります。

ただ,一方で,審議会での議論の中でも,生き

かとおっしゃる先生もいらっしゃったわけです。

先だって,体力・運動能力の調査の報告を出しま
したところ, このままいってしまうと, 日本人は

空想上の宇宙人のような体型になってしまい,オ
リンピックにも参加すらできなくなるだろうと思

います。スポーツを通じて,汗を流して, 自分が
生きていること・健康であることを実感をし,友
達と人間関係を結んでいく,それが生きていくう
えで非常に大切であると思っています。

先生方, これまでの実績を基盤として,ぜひ引
き続き,子 どもたちのスポーツ,それから体力の
向上のために, ご支援を賜れば幸いです。50周年

にあたりまして, これまでの皆様方の輝かしい実

績に対して改めて敬意を表しますとともに,今後
もますます会が発展し, また, 日本の学校体育の

充実と,さ らには子どもたちの体力が向上します
ことを祈念をいたして,お祝いの言葉とさせてい

ただきます。明日からの会議もいろいろ課題が多

いと思いますが, どうぞよろしくお願いいたしま

す。
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財団法人日本学校体育研究連合会におかれまし

ては,創立50周年を迎えられましたことを心から
お祝い中し上げます。また,連合会におかれては

創立以来,一貫して時代を担う子どもたちのため
の学校体育のあり方を研究され,全国学校体育研
究大会の開催をはじめとして,その時々の課題に

適切に対応した実践を積み重ねられてこられまし

た。これまでさまざまなご苦労がおありと存じま

すが, これまでのご尽力に対し,深 く敬意を表す
とともに,感謝を申し上げる次第でございます。

囲 囲

北海道教育庁生涯学習部部長

横 山 武 彦

育や保健体育の授業におきましては, 自ら進んで

運動に親しむ資質や能力を培うとともに,体力の
向上を図るため創意工夫を凝らした学習活動を展

開することが重要であります。

連合会におかれましては,今後ともこれらの課
題を含め,よ り広い視野から研究実践を深められ,
さらなるご貢献をいただけるものとご期待してい

る次第であり,また,今後の学校体育の充実のた
めにも引き続きお力添えをお願いする次第であり

ます。

終わりになりますが,浅田会長をはじめ,関係
者の皆様のご健勝と連合会のますますのご発展を

ご祈念申し上げ,お祝いの言葉とさせていただき
ます。本日は誠におめでとうございます。

札幌市教育委員会教育次長

本間 英昭

日本学校体育研究連合会が創立50周 年を迎えら

れましたことをお祝い中し上げるとともに,ご参
加いただきました皆様を心から歓迎申し上げます。

ようこそ札幌へおいで下さいました。北の都・札

幌市は人口185万 人を抱え,東京,横浜,大阪,
名古屋に次く

｀
わが国第 5の都市にまで発展してま

いりました。今回本会と時を同じくして,第 6回
障害者インターナショナル世界会議がここ札幌市

において開催されており,世界から大勢の方々が
集まって,障害のある人も障害のない人も,住み
よい社会にするための熱心な討議が繰り広げられ

ております。 ( 中略…)4年 に 1度開催される
障害者インターナショナル世界会議と平成 2年か
ら12年ぶりに行われる全国学校体育研究大会,な
らびに本会の創立50周年とが, ここ札幌市で同じ

健康観のうえに立ち,同時に開催されますことは,

誠に意義深く,健康都市札幌の面目躍如と言える
のではないかと自負をしているところであります。

さて,札幌市では教育推進目標の中の 1番 目に,
開拓の心を生かし, 自ら学び高め合い,す こやか
な心身をはく

｀
くむとうたい,21世紀を生き抜く力

を持った児童・生徒の健康と体力を育成してまい

りたいと願っております。しかしながら, ご承知

のように,児童・生徒の体力は,低下傾向にあり,
学校の朝会の時に倒れる子ども,机 に突っ伏すな
ど教室できちんと席に座っていることができない

子ども,常に疲労を訴える子どもなど,明らかに
以前とは異なる子どもの状況が見られるとされて

おります。札幌市といたしましても日常生活の中

で運動に親しむ習慣を身につけさせたいものと,

機会を捉えて,各学校に積極的に働きかけている
ところです。

このような中で,明 日から2日 間にわたり,全
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創立50周年記念式典

以下のとおりである。

周年記念事業の構想が出されたのは,平成 8年 3
月の常務理事会にさかのばり,同年 5月 に行われた
平成 8年度第 1回理事・評議員会の席上,浅田隆夫
会長が周年行事について「…学体連が今まで積み上

げてきた内容を遺産として残したい。そのためには

どういった事柄をどのように選別・整理し, どんな

形にするのか,経費はどれぐらい必要かについて検
討していきたい。…」と述べている。同年 6月 ,新
役員による第803回常務理事会で会長提案により,

特別委員会の中に「将来構想・企画 (含・40周年記

念事業)特別委員会Jが設置され, 当初は40周年記
念事業として業務分担の内容に入った。同年 8月 ,

第805回常務理事会で,記念式典について (功労者

式典 祝賀会
の司会を務めた

深川長郎 本会
副会長

――一――式

式典までの経緯     ‐■11■‐‐■|
祝賀会に至るまでの経緯は, 表彰・学体連旗の配布・記念品等)協議された。同

年10月 ,第 35回全国大会 (秋田)時に合わせて行わ
れた平成 8年度第 2回理事・評議員及び代表者会議
では,平成 8年度収支予算案が審議され周年記念事
業への引当金が了承され,その後平成14年度までの
間,特別会計に計上し積み立てを行ってきた。
平成 9年 2月 ,第 811回 常務理事会で,平成 9年
度事業日程に関連して記念品・表彰,募金活動につ
いて協議した。       

‐

平成10年 6月 ,役員改選後の第1003回常務理事会
で 「40周 年記念事業特別委員会」に改称され,同年
8月 ,第 1005回常務理事会で同特別委員会から記念
誌と合わせて企画案が提案され,式典 (感謝状目録
贈呈,支部旗の寄付),行事 (記念講演のルポ, レ
セプション),特別賛助会員 (寄付集め)等が協議

された。同年H月 ,第 37回全国大会 (岡山)時に行
われた平成10年度第 2回理事・評議員及び代表者会
議では,40周年記念誌作成とあわせて周年記念事業
を盛大に行いたいと会長より提案があり,その協力
依頼があった。

平成 12年 4月 ,第 1201回常務理事会で,戦後日本
の学校体育の中核を担っていた前身のlul日 本体育指

導者連盟 (昭和25年 設立)を含め,半世紀の歴史を
後世に伝えるべき強い使命感から『50周 年の歩み』

を記したいとの提案が承認され,同年6月 ,役員改
選後の第1203回常務理事会で「50周年記念事業特別

委員会」に改称され,会長自ら障頭指揮をとり,企
画の再考が行われた。同年 6月 ,第 1204回常務理事
会で50周 年記念式典の日程について協議し,北海道
大会前日の理事・評議員及び代表者会議終了後に式

典を行うことが決定された。また,式典では表彰を
行い,その後パーティーを行うこととした。

平成13年 7月 第1304回常務理事会,同年 9月 1305
回常務理事会で,募金方法について協議を重ね,同
年11月 ,第40回全国大会 (宮崎)に合わせて行われ
た平成13年度第 2回理事・評議員及び代表者会議で

は,学体連設立50周年記念行事について金森久副会
長より記念式典,祝賀会,50周年記念誌の準備状況
の報告があり,募金協力の依頼を行った。
同年 12月第1307日 常務理事会で,募金のあり方に
ついて協議し,同 14年 1月 第1308回常務理事会で,
募金の趣意書の具体的内容について協議した。

同年 9月 第1404回常務理事会で,記念式典・祝賀
会のプログラムについて協議し,感謝状受賞者・招
待者について決定した。同年10月第1405回常務理事

会で, 9月 H日 に行われた現地との打ち合わせ事項
について協議し,式典・祝賀会式次第の決定をみ,
創立50周年記念式典・祝賀会の準備が調えられた。

(幹事・古川浩洋)
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/  ヽ

島
0日本学校体育研究連合会副会長

金森 久

本日は,か くも多数の皆様方をお
迎えいたしまして,財団法人日本学
校体育研究連合会創立50周年の記念

式典・祝賀会を催すことができまし

た。文部科学省,北海道教育委員会,
札幌市教育委員会のご来賓の皆様 ,

ご多忙のところ, ご臨席を賜りまし
てありがとうございました。

私は正直申しまして, このように盛大に祝賀会が

開催されるとは思つてもおりませんでした。感謝の

気持ちでいっぱいでございます。これもご参会の皆

様方のご協力の賜と厚く御礼を申し上げます。今後
ともどうぞよろしくお願いいたします。

圃 國 国 囲 国
設立以来.物心ともに財団への援助を賜つた企業
計]12社に,会長より感謝状が贈呈さねた。

半置紀におよぶ創設50周年ということで,誠におめでとうございます。
歴代の先生方,理事・評議員の皆様のたゆまぬ努力があったからこそと
認識しております。私ども特別賛助会員のメンバーー人ひとり団結しま

して,今後とも支援・サポー トを続けさせていただきたいと思っており
ます。感謝状まで賜りまして,本当にありがとうございました。
それでは,僣越ではございますが,乾杯の音頭をとらせていただきま
す。日本学校体育研究連合会50周年おめでとうございます。今後のます
ますのご発展と第41回北海道大会の成功を祈念いたしまして,乾杯 !

ありがとうございました。

國 圏

児島①社長 山本氏の音頭による乾杯
後,祝賀会。用意された北海道の地ビー

ルやワインを片手に,和やかな雰囲気の

中 参加者同士の情報交換も活発に行わ
れ,北海道大会に寄せる期待の大きさが

伺われた。

▲祝賀会風景

感謝状贈呈企業 o贋不同)

日新ゴムい        l■ l牧野本店        ③新日本教育シューズ   ①ワキタスポーツ
協和ω            l● l梅村悦三郎商店      教育シューズ山口県事業本部  ∞柳屋
いアスティコ        柴田い          ∽グリーンフジタ     のモリ商会
い金谷           山本被服①        ⑮八ヤカワ運動具店    サトウスポーツ
l■lサーパス商事      輸ラッキーえびな     教育シューズ長崎     0日 比野スポーツ
日本教育コマース∽    l●l小間丼宏尚商店     ①沖縄総合スポーツ     ヒラノスポーツ
東洋商事∽         クレバー商事       児島0          タバタスポーツひのきや
松勘工業∽         ωサンワ         ①山形さいとう      肥後スポーツ
い丸幸           シンエー∽        ①神谷商店        0マ ルクラスポーツ
教育シューズ山梨県事業本部  夕力八シ靴販売い      双葉産業の         内藤ユニフォーム
ヤマグチ (中国乃靴)   いシューズ アカデミック 0エ ビスヤ        ①永水スポーツ
lal中央創商         い富士商店        和信産業①        ①滝ロスポーッ服装
教育シューズ東海     の日下部商店        トラヤ商事O       oみ ずもとスポーツ
∽丸大           ①大塚ユニホーム     ①さいとう商事部     日本整経徽

感謝状贈呈企業 順不同)

llllスポルタ青森       ジェス①         太田運動具商組合      日本教育シューズ協議会
いサンラッキー       日本教育シューズ協議会  」ES岐阜         山陰サンタ販売い
い安田           」ES札幌        0梅 村悦三郎商店     松川い
合同印刷い         古城商店          カツマタ          教育シューズ四国事業本部
NECイ ンターチャネルl■1 0岩手教育シューズ    タカ八シ靴販売船     l■l児島屋
い第一学習社       ∽橋文           ∽ワキタスポーツ      0児 島屋
いジェイティービー    高与弘進い         」ES関西         0ス コーレ
アインllll          ①山形スポーツさいとう  スポーツモリヤマ     与田本店
いマルヒロ         」ES福島        ①岡忠           日本教育ヨシエイ輸
ミリオン①         」ES秋田        の前川太市商店      lnl大 分教育シューズ
学習研究社l■l       輸イズミヤ        のウチ八夕         」ES長崎
福山ゴムエ業④       (合 資)マルク洋服店   JES兵 庫         JES宮 崎
アキレスい        帥シューマートカナイ   フジ通商0        」ES沖縄
閉スカイインターナショナル  のニッコー         0ジ ェス岡山        光多制服い
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舞ヨ1カM叫会  札幌市立ひがしなえば幼稚園
記録 木L幌市立西宮の沢4学校教諭  高  橋  直  之

研究主題  「′い身ともに健やかな子供を育てるため
の,豊かな生活の創造J

l研究発表
(1)発表者 ひがしなえば幼稚園教諭 曲木久仁子
に)主題設定の理由
幼児の発達は,心身の諸側面が相互に関連し合い,
多様な経過をたどって成し遂げられていく。また ,

心が安定した状態では,環境を通して幼児の主体的
な活動が促され,生きる力の基礎が育成されていく
ものである。
しかし,本園児の状況を見ると,社会の変化に伴
う保護者の育児に対する意識の変化や不安から,幼
児の心や体にも『生活リズムの問題』『経験不足の
問題』『,いの問題』などさまざまな問題が生じてき
ている。今一度幼児の健やかな成長を見直し,幼児
が安定した心で生き生きと活動に取り組める豊かな
経験をさせていくことが大切であると考えた。
幼児の遊びや生活は,総合的な学びに匹敵する。
特に,はずむ心と体は幼児の姿そのものであり,遊
びを通してのさまざまな体験と人とのかかわりは,
生きる力の基礎を培うことになる。幼児の心や体の
育ちを重視し,「′いが体を動かす」「体験が,いをはぐ
くむ」ことを大切にして,心身ともに健やかな子供
の育成をめざすことが,次の成長の大きな力 (生き
る力)になると考え主題を設定した。
わ)研究の視点
子供が幼稚園ならではの生活の中で, さまざまな
体験をするための環境や援助のあり方を探る。『身
近な環境を生かす』『身近な人々とのかかわり』『自
然とのふれあい』『地域とのつながり』
2研究協議
○日常的に連携して保育を行ってきている。子供た
ちのめざす姿として達成目標を持つのではなく,方
向目標である。経験させておきたい 1つ のねらいに
いくつもの方向がある。大きなねらいとして,い ろ
いろな遊びに自分の考えを出して遊んではしい。
○生活している子供のすべての動きが運動にかかわ
っているのではないか。子供の活動欲求を教師がと
らえ,動きを加えて,次の動きにつなげていく教材
研究を進めてきた。子供が主体となり, 自然にでき
るように言葉かけをしてきた。
○子供たちは身のこなし,防衛力などいろいろな力
を身につけている。適切な教師のかかわりがあるか
らだ。

○幼児期は神経を発達させていくことが大事である。
○教師が試行錯誤している様子を子供に見せてきた。

自分たちのやりたいことにすぐ取り組めるように用
具の準備する,相手に伝える,相手の考えを聞くと
いう様子を教師は見守ってきた。リレー遊びでは人
数をそろえることの気づきが出てきた。新しい遊び
へと発展させていた。これが子供の喜びにつながり,

骨:][:::::こ,ili:嘗 :::ま異|こ :!息角:!葵暮裏
C)

師が多くかけると意欲化につながる。友達を認め ,

考えを出すことにもつながっていくと思う。
○子供の発達にどんな環境が必要なのかよく考えら
れ,準備されていた。計画的な援助,環境がしっか
りしている。遊具や自然木に巻きつけ,結わえられ
たロープが魅力的だった。
○多くの先生ですべての子供を見取っていたが,教
師同士の打ち合わせや交流はどのように行っている
のか。経験させたい遊びと子供がやりたいことのず
れをどうつなげていくのか。体力,関心や意欲にお
いて個人差が大きいが興味のないものへ, どう目を
向けていけばよいのか。
3指導助言
○大きな筋肉を動かすことを考えたい。幼稚園から
の発信が家庭へと伝わっている。幼児期は,神経系
が身のこなしの器用さとして発達していく。一人ひ
とりのカルテをつけることにより,細かなところま
で見取れるようになると思う。調整力の刺激という
ことで20種類の遊びがあった。散歩は持久力へとつ

奮ξ♀:4言盆警P管象Σ2副襲3セ畷:ちЪI賛 :こ CI
O分け合う,要求する,あやまる,表現するなどの
人とかかわる力を分析して,環境を作ってきている。
教師の援助として,10分間くらいで遊びの要素を変
えていたのがよい。幼児の集中,持続は15分が限界
である。例え要素が同じであっても,音楽,動き,
場など変化に富んだ工夫が必要なので,一斉の動き
の中で取り入れる場を作る工夫を続けてほしい。
05歳 くらいで,競う,自分の記録への挑戦として
いくのがよいのではないか。人とのかかわりを,職
員全員,保護者,地域とよく考えている。社会性も
育てられている。
○洗練された子供の能力は要求すれば要求するほど
伸びる。育てたい力を洗い出し,行動目標を具体化
して経験させていくとよいと思う。よリダイナミッ
クな動きへつなげてほしい。ルソー,モ ンテッソリ
ーは外遊びが大切と言っている。幼児教育は教育の
原点と再認識した。

第 2分科会 札幌市立幌西小学校
記録 木し幌市立山の手小学校教諭  田 中 潔 人

研究主題  「楽しさ・うれしさを味わいながら,運
動にかかわり続ける姿を生む体育学習」

1 研究発表
(1)発表者 幌西小学校教諭 田川 則紀
② 主題設定の理由

本校では,個性と共生を重視した授業改善を通し
て,自己の高まりを実感しながら自らの学びを拓い
ていく子供の育成をめざしている。体育の学習では,

運動にかかわることで味わう「楽しさ」や友達と共
に活動することで実感する「うれしさJに価値を見
出し,子供の実態に即した教材化を図り,学習展開
に位置づけていくことで主題の実現をめざしている。

(3)研究の視点
〈視点 1〉 「一人ひとりのよさが表れ,生きる学習

展開J
主題に迫るために適した単元構成であるかどうか,
そのための教材化や教師のかかわりはどうであった

か,課題解決的な学習場面は構成できたかという点
を見つめる。

〈視点 2〉 「互いのよさが生きる集団の機能のさせ

方」
集団における学び,学び合い,交流場面や形態の
設定,相互・自己評価,それらに関する教師のかか
わりを見つめる。

は)研究の実践
(視点 1について〉
バスケットボール型ゲーム「走れ !正直球」を題
材に,一人ひとりの学びを保障するため 1対 1や 2
対 2の場面を多く設定した。ボールの操作が苦手な
子にも自分の動きを工夫する余裕が生まれ,得点す
るうれしさや得点に結びつく動きを実感させること
ができた。また,ゲーム領域の持つ「チームプレー
の楽しさや醍醐味」を損なうことのないように,チ
ームでの交流活動や練習場面に教師が具体的にかか
わることができた。

(視点 2について〉
低学年の子供に親しみのある「トムとジェリー」
を鬼遊びとして構成した。 1人 の猫が4人のねずみ
を追いかけるという場面からスタートする学習は,
一人ひとりに鬼ごっこの醍醐味である「追いかけるJ
動作を味わわせる場として有効であった。相手の動
きに合わせて動いたり,作戦を立てたりするなど工
夫した姿が見られた。自分のよさを精いっぱい発揮
すると共に,お互いのよさを認め合いながら一緒に
活動するうれしさや楽しさを味わっていた。
2 研究協議

(1)3年 生『見つけよう !げんキーズの「げんきの
もとJ』

〈総合的な学習との関連について〉

指導要領に示されている保健の学習内容が多く,
4時間では知識・理解の学習に偏りができてしまう。
体験や実感を通した学びとしていくためには,総合
的な学習でのねらいの達成と合わせて考えていきた
い。問題の発見や解決のための調べ方を保健の中で

学ぶとすれば,総合的な学習の場としても十分に成
立する。また,「一日の生活のリズムJを考えてい
くうえでの貫く柱は,保健にあると考えている。
9)4年 生『ドッキ・ ドッキ・ドッカン島』
(評価について〉
ゲーム中,用具を操作することのできなかった子
(ボールにさわる機会のなかった子)もいたが, こ
の運動をゲーム化した時点で,ボールにふれる機会
に差ができることは予想されていた。また,ルール
のうえでも,ボールをキープしてはずませることを
主眼とし,一生懸命に取り組む姿を期待していた:
評価にあたっては,準備運動まで広げて考えると,
ボールにふれる機会はどの子にも十分あつたと考え
られる。ゲームの場だけでの評価とは考えず,多 く
の場を通した評価を進めていく。

06年 生『かわせVラ イン』
〈領域の設定について〉

巧みな動きを高める運動を副教材としてではなく,

単独教材として構成している工夫がよかった。巧み
な動きは「かわすJだけではないが,他の動きにつ
いては,他の学年や単元で対応したものを扱ってい
く。単独単元で構成したのは,「かわす」ために体
全体を使った動きが大切だと考えたからであり,準
備運動の中で,バンブージャンプや長縄跳びなど,
他の運動要素を盛り込んである。
3 指導助言
問題解決的学習としての評価としては,追求の要
素として 「何回かわせたか」という量的な追求があ
れば問題解決的学習となり得る。子供の学習の流れ
としては,【感じる→イメージする→発揮する】と
いう一連の流れを大切にしていくとよい。

単元計画のあり方としては,子供の実態から授業
案が構成されている点がよい。また,評価規準が,
実態・めざす子供の姿・単元構成 。本時案の中にも
れなく位置づいており,そ の達成に向け,鍵 となる
言葉を選定したうえで,「何を」「どのように」扱っ
ていくのかを具体的に考えている点が評価できる。

―-13-―
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第 3分 科 会 本LIn市立幌南」畔 校
記録 本L幌市立宮の森小学校教諭  千  葉  智  明

研究主題  「体を動かす心地よさとともに高め合う
喜びを実感できる体育学習J

研究発表 I

発表者 幌南小学校教諭 大牧 真一
主題設定の理由
幌南小学校の子供にも,運動能力の低下傾向が見
られる。場を整えることも重要だが,子供たちの心
への働きかけがより重要である。そこで, どの子も
十分に運動に浸り体を動かす心地よさを味わうと共
に,豊かに人とかかわりながら自己実現していく喜
びを実感できる体育学習をめざし,教師のあり方を
探っていこうと考えた。

(鋤 研究の視点
〈視点 1〉 動く楽しさ・集う楽しさ・できる楽しさ
・つくる楽しさが実感できる教材化
〈視点 2)子供の学びを支える見取りと価値づけに
よる教師の支援

催)研究の実践
〈実践例 1)第 3学年 「スルーパスゲーム」
どの子にも身につけさせたい技能を,オープンス
ペースを見つけフリーになったり, フリーを見つけ
パスをしたりする技能とし,攻守を 3対 2のやさし
いゲームに浸り,楽しむ中で身につけさせることを
ねらった。

〈実践例 2〉 第 6学年 「ハートバレーボールJ
動ける子と動けない子の差を解消することをねら
って, 2人ずつ,高 いネットのコートで行うことで
ボールを打つ機会を増やし,ボールや人に体を向け
るすばやい動きを身につけることができるゲームを
考えた。
2 研究発表Ⅱ
(1)発表者 留萌市立留萌小学校教諭 工藤 智
υ)研究主題  「自ら気づき,考え,追求を楽しむ

体育学習の在り方」
③ 主題設定の理由

自ら問いを持ち主体的に学習に取り組む子供,問
いを解決する方法を選択できる子供, 自分の考えを
表現できる子供,そ して問いを連続させて追求を楽
しむ子供をめざし本主題を設定した。
ほ)研究の実践
技術伝達的になりがちなスキー学習を,子供たち
の願いに応じて, 4つ の間口を設けて単元を構成し
た。 1)速さを競う。 2)上達コース。3)友達とターン
を変化させたり同調させたりして楽しむ。4)自 然と
親しみいろいろな斜面を滑る。この4つのコースを
ねらい①,ね らい②の 2ス テージ化して,自然との

かかわり,人とのかかわり,スキーとのかかわりを
楽しむことができるように工夫した。
3 研究協議
(1)研究発表 1に 関して
○明るく,認め合うことができる子供たちだつた。

03年生の授業も6年生の授業も全体交流の話し合
いのスタイルがとてもよい。子供が気づいて全体に
広げ,深めていく過程がよくわかる授業であった。
・ 短い単元を離してつないでいく。離す時間に日常
化をねらっている。また,似た特性を持つ単元を同
時期に扱うという工夫をしている。体育館でバスケ
ット,グラウンドでサッカーというようにし,ボー
ルゲームで必要なパスヘの意識をより効果的に学ぶ
ことができる。

② 研究発表 2に関して
○めあて①,め あて②は,少 し努力したらできる方

言義析檀象召ダ昔rbもスキーに親しむ,冬の自然《:
に親しむことを主眼に,地域にあった生涯スポーツ
として進められている。
4 指導助言
○授業評価をしっかりとしたうえで授業作りをして
いる。また,先生が子供の目線に立って授業に臨ん
でいることがすばらしい。
○子供たちの情意面もよく育っており,友達の動き
を見てさまざまなことに気づいて励ましたり, うま
くいったときに歓声を上げて一緒に喜んだりする姿
が見られた。

○ ドリブルが難しいということでゲームの要素から
はずしてもよいのか。 3年生のこの段階であれば ド
リブルも何らかの形で系統的な考えを持って取り組
ませたい動きである。

○ソフトバレーはニュースポーッである。勝敗が絡
む中学校からのバレーボールとのつながりはどうだ
ろうか。

♂

ヽ

幸風連体学 第 40号

:一 狡醸 観自:

第 4分 科 会 本棚 市立伏見」喘 校

研究主題  「運動を楽しむ心をはく
｀
くみ,生き生き

と動ける体をつくる体育学習J

l 研究発表
(1)発表者 伏見小学校教諭 嶋本 剛
② 主題設定の理由

本校では,体育への興味や関心の高い子が多く,
スキー教室,スイミングスクールなどに通っている
子が多い。しかし,その一方で,休み時間は教室で
過ごす子が半数近くいるのが実態である。このよう

に,活発に運動する子供とそうでない子供の二極化
傾向が見られる。

また,ス ポーッテストの結果から,学年が上がる
につれて運動能力が低下傾向にあることがわかった。

こうした児童の実態から,体育の学習を通して生涯
にわたって運動を楽しもうとする原動力を子供に持

たせることが必要であると考え,主題を設定した。
{鋤 研究の視点

ア 自分なりのコツをつかみ,運動に自在にかか
わる学習展開を図る。

イ 交流からみんなのコツを明らかにし,心と体
を高める場を構成する。

に)研究の実践
第 4学年 「2人でGOIJ(用 具を操作する運動
―竹馬)の実践をもとに,「やさしい教材」「仲間と
のかかわりのある教材」「課題の持てる教材」が必

要である。さらに,歩ける子と歩けない子のペアで
行い,支え合ったり,情報を伝え合ったりできるよ
うにした。その結果, 自分なりのコツをつかみ, 自

信を持つことができた。また,交流で明らかにされ
たみんなのコッを生かしていくことで,心 と体を高
めていくことを主張した。

2 研究協議
11)授業公開 1 6年 「集団跳び箱・集団マット (器
械運動/跳び箱運動・マット運動)J

指導者  教諭 嶋本 岡J
「今回の授業の中で今までできる技とあるが,マ
ット運動に対する子供たちの思いや願いはどのよう

なものであったのか ?J「単元の4/10時間目であれ
ば, 自分の運動技能を高めるということがまず前面
に出てくるのではないか。その後,集団としての楽
しさが出てくると思うJと いう質問,意見が出た。

記録 Jヒ海道教育大学附属札幌小学校教諭  楡  丼  雄  一

授業者は,「単元を通して,上達していく中で喜び
を感じてくれればと思う。実態は,あ まリマット運
動を好まない子が数名いる。個人種日ではなく,集
団として楽しめるように単元構成を作成した。また,

今年度の夏には水泳の授業でシンクロナイズ ドスイ

ミングを取り上げ,みんなで作り上げることの楽し
さを実感させたJと答えた。また,こ の授業を友達
同士 (集団)で行うのであれば, 4年生の時のカリ
キュラムの位置づけが弱かったのではないかという

意見もあった。

(21授業公開Ⅱ 2年 「鬼遊びJ(ゲーム)
指導者  教諭  柳澤 幸宏

「作戦タイムはゲームの間に必要であったか ?」
「子供たちには,得点がわからなかったと思う。見
やすいように表示しておくべきだったJと いう質問
・意見に対し,授業者は,「授業をやっていく中で ,

明らかに動けなくなってきた。だから,交流を設定
することでその後の動きが変わると考えた。また,

今回の授業では勝負を目標にしたわけではなく,自
分の動きを高めることを大切にしたので,得点はあ
えて表示しなかった」と答えた。

3 指導助言 テーマ「指導と評価のあり方」
評価とは,本来子供に還元できるものでなければ
ならない。その評価によって,その子の秘めた可能
性を引き出せるかどうかにかかわってくるのである。

言い換えれば,評価とは生きる力をつけさせるため
の評価でなければいけないのである。

現在,その評価のあり方は確立されてはいない。
評価の項目を客観化すれば数は膨大なものになって

しまう。そうならないためにも,子供の到達度・達
成度に合わせて評価項目を考えていった方がよいと

考える。

では,主観的認識評価は,だめなのであろうか。
そんなことはない。ただし,指導のあり方に問題が
あれば,評価もだめになってくる。つまり,指導と
評価は一体化していなければならないのである。必

ずしも評価の方法は同じではない。かえって「手法

はこうあるべきだ」という方がたくさんの危険性を

みんでいる。教育的な・体育的な視点の見方によっ

て, 日標が変わってきて当然なのである。したがっ

て評価の方法も違ってくるのである。
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第 5分科 会 本醐 市立緑三」嘩校
記録 本し幌市立澄り1南小学校教諭  三  浦  史  人

研究主題  「豊かにかかわり合いながら,運動する
喜びを実感できる体育学習J

l 公開授業
2年生「ジャングルたんけんJでは,体育館に跳
び箱やマットなどの器具や用具をセットし,子供た
ちが設置されたコースを自由に動き回りながら,い
ろいろな動きを身につけさせる学習が展開された。
本時では,跳び箱の上から跳び下りた後の着地から,
次の動きを意識させることによって動きを高めるこ
とを目的としていた。 5年 生の「ハンドボールJで
は, フリーの状態を作らせるための動きの工夫を意
識させることをねらった学習が展開されていた。簡
単にボールを扱ったり, シュー トができるよう,
「ハンドボール」の学習を構成した。兄弟グループ
での交流等さまざまな試みにより、誰もが楽しく参
加できる工夫がなされていた。 6年生 「ス トップ !

薬物乱用」では,課題解決的学習を進めることに重
点をおいていた。本学習では,薬物という本来は身
近ではないものを, 自分のこととしてとらえさせる
ために,ケーススタディーを行った。
2 研究発表 I
(1)発表者 緑丘小学校教諭 野村 淳一
(2)主題設定の理由

緑丘小学校での児童の実態 (走力・投力の低下)
をふまえ,各自が課題を持って学習に取り組むとい
う「自ら学ぶ」姿を育てること,友達同士がお互い
を見合い,「共に高め合う」姿を育てるために設定。
(0研究の視点  「自ら課題を見出し,学び進める
教材化」「自ら見方・考え方を広げる学習展開」
に)研究の実践
実践例として 1年生の基本の運動では,低学年で
経験させたい動きを単元の核して位置づけた。その

動きのアナロゴン的な要素を含む運動遊びを楽しま
せることを目的とした。 5年 生では「タグカバティ
ー」の実践を試みた。ここでは,「鬼遊びJの持つ,
「逃げる」「追いかける」「かわすJと いう楽しさを
発展させた。タグを使うことにより,身体接触に伴
う恐怖感を取り除く工夫も考えられた。
3 研究発表Ⅱ
(1)発表者 函館市立北日吉小学校教諭 佐藤 豊
υ)研究主題  「子供からみた特性を広くとらえ,

運動の楽しさを追及する授業の構築」
(鋤 主題設定の理由
授業硬直化によって生じた授業の形骸化と学習の

希薄化を打開するために,広い視野に立って学習過
程を考えることにした。「もの 。ひと・こと」との

第 6分科会 本LIn市立厚局」J帥学校

かかわりを窓口として授業の工夫に焦点を当てて研
究を進めた。
に)研究の視点  「生涯スポーツの基礎学習」「子供
からみた特性を広くとらえる」「『もの・ひと・こ
と』とのかかわり」

[fI讐[1]z鳳 マ否じ存桑縛嵩えよ]E2跡 奮
C

れ,運動欲求の不具合などから,オープン・スパイ
ラル式の学習過程が考え出された。苦手意識を持つ
子への対策として,「もの 。ひと・こと」とのかか
わりを授業に取り入れ,子供からみた特性を広げる
ことに重点をおいた。ただ,運動量確保等から疑問
が残り,現在では時間で区切るクローズ ド・スパィ
ラル型の学習過程を組み,モ ジュールの考え方によ
る,余裕のある学習過程を組んでいる。
4 研究協議
2年生の授業では,課題の持たせ方や子供のめあ
てとの関連性,場の設定の工夫,子供同士によるか
かわり合いなどについて意見が出された。 5年生の
授業では,「ハンドボール」と「バスケットボール」
や「サッカーJへの発展性,単元構成の考え方,個
人技能の差に関しての具体的な手立てなどについて,
意見が交流された。 6年生の授業では,場面設定の
理由,保護者への配慮事項などに関しての意見が出
された。

研究発表Ⅱにかかわって,個人課題と共通課題の

議8察管o更分所り暮牙香鮨言房場辱撃響33糧え∈
ついての意見が出された。
5 指導助言
2年生の「ジャングルたんけん」では, F腕支持J
というねらいから意図的な場の設定が考えられてい
た。克服的な課題を含ませることが, どの子にも楽
しませるようになると考えられる。 5年生の「ハン
ドボールJか らは,運動の特性を考えたルール作り
の重要性,個人差を吸収する場 。用具 。ルールの工
夫について,課題ゲームを考えることによって,子

躙 サ l鯰 諾 蓼 9≧負女レユ年生
の効果的な実践,断るときのむずかしさを気づかせ
ること。また,研究発表Ⅱからは,子供たち自ら達
成感が味わえるようなねらいを設定することよって,
より意欲的な学習効果が期待できることや,子供た
ちがいろいろな楽しみを体験できるような単元構成
の工夫などについて意見が述べられた。

研究主題  「自ら学び,考え,表現し共に高め合う
体育学習」

1 研究発表 I
(1)発表者 厚別北中学校教諭 谷内 公一
0)研究の視点
研究仮説 「気づきや工夫を重視した課題解決的な

学び方を定着させることによって,運動の喜びを味
わい,意欲を喚起し『主体的に学ぶサイクル』がで
きることにより, 自己学習への転化を図ることがで

きるJを検証するため,①学習環境システム,②教
育課程編成,③学習支援システムについての工夫・
改善を視点とした。

わ)研究の実践
視点①については,開校 5年 目ということもあり,
現在もグラウンドの整備作業が行われていることか

ら,室内での陸上競技に取り組む一因となっている。
また,人的な部分として仲間やチームとしての活動
が主となる「体ほぐしJや 「球技」を年度当初に配
置し,男女共習・別習の使い分け,活動グループの
再編成を意識的に多く行うことや専科的指導の試行
など,活発な交流につながるよう工夫している。視
点②については,必修教科の中で種目選択を多めに
取り入れ,多様な個人課題に対応するために選択履

修幅の拡大に努めている。
また,教科で得た知識や技能が総合的な学習の時
間で実践的に生かせるよう,連携について模索して
いるところで,公開授業中のポスターセッションは,
その代表的な例である。時間割編成上の工夫として

は,年間35週 を15週 。10週・10週に分け,15週期に
週 2単位時間,10週期に週 3単位時間を配置してい
る。体育実技は,原則的に2時間続きで実施し,10
週期の 1単位時間を保健分野と3学期に実施するス
キー授業特別時間割中に配分している。
さらに,陸上競技大会を運動会に切り替え,陸上
競技領域の指導の時期的・内容的制約が解消された。

視点③については,成果の実感が得やすい題材を実
施し,学び方の定着をねらう意図から第 1学年で陸
上競技教材でハー ドル走を取り扱っている。また,
「今の力で楽しめるJ教材化を意識し,責任や協力と
いった態度や学び方に対する基礎・基本を重視して
いる。
2 研究発表 E
(1)発表者 北見市立南中学校教諭 緒方 隆人
口)研究の視点
ア 挑戦する課題と個人・集団が持つ技能水準以
上でつり合う課題

記録 札幌市立北辰中学校教諭  本寸 山  直  樹

イ 自己の存在感・有用感・成就感が味わえる授
業

“

)研究の実践 「3年間を見通したマット運動」
研究の視点を踏まえ,技の系統性に関して,身の
こなしのよい,恐怖心がまだ薄い 1年生のときに
「倒立」をしっかり身につけておければ, 2・ 3年生
の発展的な技へと展開されると考えた。また,各技
の達成度を8段階に区分した学習カー ドや 8段階の
達成度の模範演技をVTRに 収録し,技の確認のた
めに活用した。さらに仲間との関わりとして,班内
での相互評価を取り入れた。
3 研究協議
仮説の検証についての考え方や方法,「基礎・基

本の徹底Jと いうことについて両校から説明があつ
た。また,時数削減の中,厚別北中学校から2時間
続きの授業形態についての成果と課題について報告
された。さらに,ス キー授業の評価のあり方や保健
体育科としての教育評価に関わる説明責任という内

容にまで話題がおよび,熱心な意見交換が行われた。
4 指導助言
指導要領の 3つ の目標を 1年間90時間で全部に重
点を置きコンスタントに行うことは非常に難しい。
よって内容を重点化し大胆にとらえ教育課程の編成
をする必要がある。すなわち 3年間を通して, これ
は身につけさせたいという内容を生徒の選択ではな

く学校独自の視点で教育課程を組み実践し,生徒の
育成に励めればと考える。

学校評価に関しては数量的評価として,はじめと
おわりに実施するアンケートや 1学期, 3学期に行
う授業公開などによって子供の変化を見てもらった
り,新体カテス トを実施し,各学年で変化を見ても
らうなど,学校としての説明責任を果たす必要もあ
る。今回の4観点評価は,技能だけの重視ではなく,
関心意欲態度・思考判断を含めて トータルで教えた
ことを評価するのでやりやすくなった。指導内容の

評価は,指導要領の目標 3つを4観点に一度ばらし
て,再構築しなければならないので難しさは残る。
体育科としての特2旺である協力・ルール重視など
の社会性を教える他教科は少ない。この社会性を観

点の関心・意欲・態度に入れるか,ルールに関わり
があるので知識理解に入れるかなど悩みは尽きない

が,学校としてこの評価規準が明確であれば,保護
者への説明によって深い理解が得られる。また,評
価については,高校入試に対する対応も課題であり,
学習点については,高校, 中学校との情報交換を密
にする必要がある。

Ｊ
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第 7分科 会 本LIn市卦 臓 ゴ帥 学校
記録 札幌市立月寒中学校教諭  」  ヽ 林  大  介

研究主題  「仲間とのかかわりの中で,運動の楽し
さや喜びを深め,興味・関心を持たせる
体育学習J

l 公開授業
札苗北中学校尾崎英弥教諭・小林純恵両教諭によ
る 2年選択授業「集団マット」と札幌市立元町中学
校菅原伸一教論による 1年 「バレーボールJの公開
授業が行われた。どちらも意見交流や相互評価によ

り,他の考えを受け入れたり他の長所や改善点を見
つけたりする力が身についており,仲間とのかかわ
りが深い授業であった。集団マットの授業では, T
・ Tに よりきめ細やかな支援を大切にし,生徒自ら
の気づきや工夫を生かしていた。バレーボールの授

業では,コ ー ト (バ ドミントンコー ト),チァムの
人数,軽量ボールの使用等の工夫により,楽しさ・
気づき・かかゎりを引き出す授業になっていた。
2 研究発表 I
(1)発表者 札苗北中学校教諭 尾崎英弥
(劾 主題設定の理由

どの運動においても課題意識を持たせるとともに,

仲間との共存,共 に教え合い 。磨き合い 。高め合う
などのかかわり合いを重視させたいと考え設定した。

0)研究の視点
ア カリキュラム編成の工夫
運動量の確保と興味・関心の持てる授業をめざし

編成した。

イ 仲間とのかかわりの中での課題解決的な学習
単元の学習過程を①今持っている力で運動を楽し

む段階と②高まった力に応じて新しい工夫を加えて

運動を楽しむ段階の 2つ のステージで構成した。こ
の中で仲間とのかかわり合いの場面を設定した。

“

)研究の実践
実践例としては 2学年男子のマット運動 (集団マ
ット)と 1学年女子のマット運動があげられた。研
究の成果として,生徒が自分自身と仲間とのかかわ
りについて意識を持ち始め,積極的にかかわってい
こうとする様子が見られるようになった。
3 研究発表 1
(1)発表者 北海道教育大学附属釧路中学校教諭

佐藤 毅
9)主題設定の理由
運動の持つ特性についての子どもの意識,技能面
の定着の程度,子どもの自発的な活動を支えるため
の教師の支援のあり方,仲間とのかかわり方が課題

第 8分科会 札幌市立伏見中学校

としてあげられた。そこで「運動の魅力を実感し夢
中になって活動する子どもを目指してJを研究主題
に設定し,検証を行った。
0)研究の視点
ア 学び方 (学習計画書の効果的な活用と課題設
定・追究・評価のスパイラル的学習の工夫)
イ 基礎技能の習得 (運動の特性のおさえとこれ
だけは身につけなくてはならない技能の意識)
ウ かかわり (人とのかかわり・物とのかかわり
。こととのかかわりについて)

は)研究の実践
実践例として 3学年のバスケットボールがあげら
れた。成果としては,個人の課題を解決するために,

テームの仲間同士の教え合いや話し合いが随所に見
られた。技能定着を図るためのドリルゲームの取り

組みにより個人的技能の向上が見られた。
4 研究協議
(1)公開授業について

マット運動については,グループづくりについて
話され,普段の生活も見ながら核となる生徒を置き,

できない生徒をサポー トするようなグループ編成を

行っているという意見が出された。
バレーボールの授業については,生徒同士の声の
出し方,ま たその指導の仕方,コー トの設定や使い
方などの意見交換がされた。

け)研究発表について
基礎・基本をどのようにとらえるかについて意見
が出された。基礎と基本を分けて考えているという

意見は少なく,基礎・基本は一人ひとりの生徒によ
つて違ってよいのではないかという意見が出された:
また,勝敗や完成度へのこだわりといった競技ス
ポーツから離れられないのではという疑間があがっ
た。意見の多くは,勝敗や競い合うことから目標や
課題が生まれ,意欲へつながるというものだった。
5 指導助言
基礎については, 目的のための最低限必要なもの
というのが一般的である。学校教育では最終到達点
をもとに基礎基本を考える必要があり,一人ひとり
を見つめたうえでとらえるべきである。

評価について,絶対評価になったが,相対評価と
の関係を考える必要がある。個人の意欲を高めるた
めの絶対評価であるべき。

社会で求められている体育,生きる力,体力増進
につながる体育学習がこれからの課題である。

1 研究発表 I
(1)発表者 伏見中学校教諭 大原 敏史
υ)研究主題  「達成感を感じることで, 自ら進ん

で運動に参加する姿勢を育てる体育学習J
O)主題設定の理由

〈)と朱1:省』景『十』」し覧ξ暑贄だ覇争茫〕覧≒≧0二
実践していけるか」を中心課題とし,生徒たちが授
業の中で積極的に運動を学び, どう定着させたか,
その過程を明確にすることを研究の主な内容とし,

主題を設定した。

ほ)研究の視点
①楽しく取り組める教材の工夫

②生徒自らの気づきや工夫を生かす場の設定

③人の関わりを豊かにするグループ学習

鰤)研究の実践
本校体育科がめざす生徒像を「技能を身につける
ことや体力を高める方法を考えられる生徒J「互い

に指摘し合い,教え合える生徒」「たくましく,心
身ともに健康な生徒Jと おさえ,「積極的に運動を
学んでいく過程の明確化」「基礎・基本の運動をど

う定着させていくか」「評価内容と方法は」の 3点
を課題とした。体育の学習を通して,生徒の自主的
な活動を大切にし,支援し,達成感を味わわせるこ
とにより運動への参加意欲を高めることを考え,生
徒の実態を考慮しながら, 3つ の研究の視点に迫っ

Ci堵
量峯夢尚 H市凱 門中学校教諭 三上山 甜

り)研究主題  「個が生き,仲間が生きる学び方を
めざしてJ一体つくり運動の実践から一

(0主題設定の理由
本校生徒は, 自ら考え,主体的に判断・行動した
り,豊かに表現したりすることを苦手としており,
体育の授業においても,まだ運動を直感的に楽しむ
段階である。個から仲間へ,仲間から個へと人との
関わりや運動との関わりの広がりと深まりを求めて

主題を導き出した。

ほ)研究の視点
①一人ひとりの学びの確立

②教材の工夫と開発

③指導と評価の一体化

(励 研究の実践

体つくり運動を通して自己の体に気づき,それを
高めようとする方法を身につけさせる。

活動の中で自分の課題を見つけ出し解決しながら,

記録 本L幌市立藻岩中学校教諭  石 橋 秀 =

仲間と交流することで生涯を通してスポーツ・運動
に関わる態度を身につけることができると考えた。

特に,教材の工夫と開発では,チューブ・バランス
ボール・ラダーなどの教材を使用し,オ リジナルト
レーニングメニューを考えさせた。「学びを見つめ

るJ「主体的に取り組める授業方法の工夫J「個から

仲間への広がりと深まりを体験Jの 3つを課題とし
て授業づくりを行った。
3 研究協議
準備運動において,教師がつくる部分と生徒がつ
くる部分がある。体つくり運動では,音楽に合わせ
て生徒が考案した。他の種日では,体育館ではラン
ニング・ストレッチ体操・サーキットトレーニング

を約束事として教師が考えたものを与え, 自主的に

取り組んでいる。体力を高める意味で年間を通して ,

体つくり運動を準備運動の中で扱う。今回の授業で

男子にも平均台を取り入れたが,新体操の分野にも
男子があり,女子・男子の種目という固定された見
方をすることなく,取 り扱ったのはよいことではな
いか。運動量の確保について,学習内容を 3分の 1
以下に削ると運動量は増えるのではないか。また,

技能ができない生徒に対して何が必要かを分析し,

指導することが大切ではないか。生徒の関わり。相
互作用で,教師はもっと生徒の中に積極的に入り教
えなければならないことは教え, また賞賛・激励す
べきである。一人ひとりの達成感について, 自分た
ちが考えた運動について他の生徒に紹介するという

スタイルは,心地よく運動してもらえたか,みんな
に喜んでもらえたかなど個々において達成感の感じ

方につながり,教え合いが学び方の目標となってい
る。問題解決型の学習を確立するため、 1年生時に
はステージ型の学習し, 3年生あたりから課題解決
型に入った方がよいではないか。
4 指導助言
ステージ型学習や問題解決型学習では,系統的に
学習していくことが大切であり,運動が持つ知識・
理解は身につける必要がある。また,教師のめざす
ものなどは,必ず生徒に教えていかなければならな
い。授業において教師が積極的に生徒を観察し,生
徒との関わり合いを常に新鮮な気持ちであたること。

テーマにある「はずむ心Jと いうのは,運動して
楽しいと心が笑うとでもいうか,常にはずむもので
ある。はずむ動きが,楽 しみ・喜び・爽快感・心地
よさなどを引き出すものである。学校教育に関わる

者として,今 日感じられた疑問点を課題追求し,お
互いにこれを発展させていただきたい。

19-
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∈

研究主題  「基礎・基本を大切に,楽しく実践でき
る体育学習をめざしてJ

l 研究発表
(1)発表者 札幌新川高等学校教諭 幸丸 政貴
9)主題設定の理由
学習指導要領の改訂に伴い,選択制授業の導入に
向け,平成 3年度よりその実践を積み重ねてきた。
そこで,選択制授業における「基礎・基本」の扱い
と「楽しく実践」できる選択制授業のあり方を研究
主題として設定した。

(鋤 研究の視点

ア 生徒の健康保持と体力の向上
イ 体育・スポーツ活動の計画的な実践
ウ 基礎・基本的な練習過程を大切に,生涯体育
へ移行する土台作り

工 仲間と共に協力し,相互に高め合う体育学習
に)研究の実践
ア 選択制授業の導入 (平成 3年 4月 )
教師主導型から生徒自らが学習の主体者となり

うる選択制授業の本格的導入に向け,平成 3年度
より3年生について 3年間試行的に実施した。
イ 導入段階での問題点
評価基準となる①学ぼうとする力 (興味・関心
・意欲)②学ぶ力 (思考力・判断力・選択力・表
現力)③学んで得た力 (知識・技能)を数値化す
ることが解決できない課題であった。

ウ 選択制授業の全学年展開 (平成 6年 4月 )
1学年では屋内外合わせて 4種 目からの選択と
し, 1種目に必ず担当教員が 1名つくようにし,
グループ学習の形態でリーダーの養成や自主的活

動を体験させた。それを基礎として 2年時からは
7種目からなる幅広い選択制へと発展させた。
工 選択制授業の改善実施 (平成 9年 4月 )
1年生については, 2ク ラス 2展開の男女別と
し,基礎・基本を重視する授業形態に戻した。ま
た, 2・ 3年生の展開種目を教師 1人 1種目に限
定した。選択授業を 3期 に分けることにより,選
択種目の幅が広がるように配慮した。

オ 研究の成果と課題
平成 9年度より 1年生の選択制授業をやめて ,

2・ 3年生の選択肢を4種 目に限定した授業形態
については,基礎・基本を指導の重点とする 1年
生の授業体験を土台に, 2・ 3年生の授業におい
ては以前よリグループの計画が技能面でも系統的

記録 Jヒ海道札幌開成高等学校教諭  佐 藤  昌 弘

な発展があり, しかも「伸び伸びと楽しく」実践
する姿ができた。
2 研究協議
○評価規準とは学びの姿を質的に捉えるものであり,
いわゆる100mを何秒で走ったかというような数
値を評価に入れることは望ましくない。

○フォームの向上などを生徒自身にどれだけ客観的
に伝えられるかが問題となる。ビデオでフォーム

を撮影したり,到達目標を視覚的に訴えて自己評
価させるという準備は整っていないのが現状であ

る。

○数値化することへの疑問点はあるものの,だれも
が努力や練習により到達できるであろうスキルテ

ス トを実施している。例えば,サ ッカーのリフテ
ィングのように,回数が増えたことがフォームの
向上によるものであると説明できうると考える。

このように評価のあり方を中心に,選択種目とし
ての軽スポーツの導入について,グループ学習のあ
り方などについての研究協議がなされた。

3 指導助言
選択制授業の実践については,平成 3年度からの
継続した取り組みのなかでシステマチックに実践さ

れている。選択制授業の課題として,好きな種目し
かやっていないのではないかということが言われた

りする。体育科教育の意義を考えると,その授業で
何を教えるのかどんな力をつけさせたいのかを明確
にして,それに導くような手立てが当然必要となっ
てくる。評価については,教師が生徒を評価すると
同時に, 自分の授業自体をそこで見なおし,評価す
る必要がある。生徒ができないのを生徒のせいにし

てはいけない。教師が授業過程を工夫することによ

って,生徒たちが生き生きとするような授業になる
はずである。

第 9分科会 北海道札幌国際情報高等学校
記録 Jヒ海道本鵬 篠路高等学校教頭 安 田 謙 一

研究主題  「自ら学び, 自ら考え,積極的に課題に
取り組む体育学習」

1 研究発表
(1}発表者 札幌国際情報高等学校教論 佐藤 和幸
(劾 主題設定の理由

ア 生徒の実態から
目的意識をしっかり持った生徒が多く入学し,礼
儀正しく,明るく素直で活気のある学校である。運
動部の活動も充実しており,全国大会での優勝・入
賞者も出ている。

しかし,現代の青年の多くに見られるように「指
示待ちJ「 自分の意見を主張できない」という生徒
も見られ,人間関係が築けず,孤立化,思いやりの
心の欠如した生徒も少数見受けられる。体育の学習
については,積極的に活動するが,課題意識を持ち,
自ら主体的に問題解決の方法を創意工夫したり,仲
間と協力して課題解決できる生徒が少ない現状であ

る。このことを踏まえ研究主題を進めることにした。

イ 本校の研究経過から
本校では,「心身を鍛え,強い意志と健康な体を
あわせもつ」の学校の教育目標の下,「運動能力を

高めるとともに社会性の向上を図り,健全な心身の
発達を促し,生涯を通じて,継続的に運動できる能
力と態度を育てる」という保健体育科としての目標
を掲げ,研究 。実践を行ってきた。平成 7年の開校
以来,札幌マラソンに全校生徒を参加させ,生涯ス
ポーツの基礎を培い,地域社会に貢献させるよう取
り組んでいる。

また, コンピュータのインターネットを利用した

情報教育ネットワークの運用を進めており,学習に
関連する情報や教材の検索・収集およびこれらに関

連する質問の送信・回答の受信や画像データ・文書

データの収集などを利用することによって,思考力
や判断力が養われている。

(0研究の視点
ア 生徒が興味を持って取り組める場づくり (教
材づくり)を工夫する。
イ 視聴覚教材やコンピュータを有効活用する。
ウ お互いに協調し,豊かな人間性をはぐくむ。
工 自ら運動する意欲を培い,基礎的な体力を高

めることを重視する。

オ 学習活動の実践力を育成するための指導方法
(課題学習,実験学習, コンピュータ)の工夫
をする。

14)実践例 全学年生徒 単元名・札幌マラソン
本校では平成 7年の開校以来,地域社会に積極的
に参加するという観点から,全校生徒が毎年10月 の
第 1週の日曜日に行われる本し幌マラソンに男子は10
km,女子は 5 km・ 10kmか ら選択して参加している。
2 研究協議 質疑応答なし
3 指導助言
(1)保健

生徒の研究発表でのコンピュータ (パ ワーボイン

ト)の活用は見事である。今後活用が増えていくこ
とが予測される。今回の発表は IT機器を使用した
授業展開のモデルである。

良い点として,

○生徒たちが発表までの間,調べてきたであろう創
意工夫が見られる。

○労力の簡略化,内容が濃い。
課題として,

01つの班が自己発表以外の内容をどのように理解
できるか。

○対策・予防が個人の問題に集約されているが,感
染症は個人の責任では防げない問題がある。

○個人がもっと正しい知識を持ち,社会全体の問題
として考え,力をつけていく必要がある。
9)体育 (選択制授業)
ア 器械運動
イ 陸上競技 (ハードル走・ターボジャブ)
ウ 選択制の問題
生徒の興味関心に応える選択性は優れているが,
もう一方で内容が不鮮明・抽象的な場合,生徒に下
駄を預けてしまう場合がある。選択性の意義を十分

押さえながら,選択制の持つ問題点や解決しなけれ
ばならない点をしっかり押さえる必要がある。
工 総括
体育の現場で大切な点として,生徒個々に対し,

見配り・気配りをすることが授業を良いものにして
いく原点であると思われる。
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記録 札幌市立真駒内緑小学校教頭  笹   孝  夫

研究主題  「自ら進んで運動に取り組み,仲間と協  実践を通して,達成感や成就感を味わわせ,社会に
力して喜びを共有する体育学習J―創作  必要な資質 (判断力・責任感・協調性)の育成につ
ダンス・バスケットボールを通して一   ながった。また,余暇活動に積極的に取り組む中で,

1 研究発表                   生涯体育への移行や体方向上にも効果的であった。
(1)発表者 札幌高等養護学校教諭 中嶋 徳江    2 研究協議

舞劉 1月済斗会  北海道札幌高等養護学校

② 主題設定の理由

①本校の生徒は,明 るく活発で,体を動かすこと
が好きだが,運動動作の状態,体力,運動能力・経
験,健康状態,興味・関心などの個人差も大きい。
②大きな集団での運動経験・ルールの理解不足,障
害の特性等から,仲間とかかわり方がわからず,運
動に楽しく参加できない生徒がいる。どの生徒に対
しても現在の生活を充実させ, さらに将来をより豊
かにたくましく生きる力を育んでいきたいと考えた。
そのために,さ まざまな運動を通して次の 3つ に重
点を置いた。

①自分の体力の現状を知る。

②興味・関心を持ち,喜びや楽しさを味わう。
③卒業後も運動やスポーッに計画的・継続的に親
しむための支えとなる力を身につける。
この 3つ の観点から,生徒が興味・関心を持って
主体的に取り組むことができる授業,生徒オロ互のか
かわりを生かし,仲間と協力し賞賛し合う生き生き
とした授業をめざし,主題とした。
(0研究の視点
○仲間とふれあいながら体を動かす楽しさや喜びを
感じる授業構成の工夫

○練習やゲームの仕方の工夫

○興味・関心を高める場や雰囲気づくり

○生徒の実態から個々の運動欲求を満たす学習集団
の形成

○個に応じた支援活動の工夫
○生徒の動きを引き出す工夫

に)研究の実践
「全教育活動を通してめざすもの」を受け,保健
体育が担うものは,

O個人の教育計画を活用して学習課題を把握し,教
材・教具を工夫することから意欲化を図る。 _
〇進んで運動に取り組む能力や態度を育成し,体力
の向上や生涯体育への移行をめざす。

○身近な生活における基盤づくりを意識しながら健
康安全に関する知識理解を深める:
である。
「創作ダンス」と「バスケットボール」の 2つ の

○技能に対する個人の目標はどのように評価するの

か→目標については教師の願いである。
○反省や意見交流はどのようにしているか,そ の評
価方法は→反省は試合の合間の作戦会議で行われ,
T2, T3の 教師が見取る。それを生かして一人
ひとりの生徒に対する願いを設定し,指導や評価
に生かしている。

○少ない保健体育の授業の中で,体育の担うものが
大きくはないか→本校では,体力づくりを毎朝や
つている。この朝の活動を基盤として体育や他教
科の学習に生かしている。やはり全教育活動を通
して解決していくものである (ユーアイビックが
始まって 8年になるが,本校卒業生が今でもバス
ケットのチームに所属している)。
○運動に親しみを持てない生徒にどのように意欲化
を図るのか→友達とのかかわりの中で動けるよう
になってきている。本時の中でも,声かけや交流
を通して動きに変化が見られた。
○朝の体力づくりの取り組みを詳しく→月曜日は全
校リズムだが,火～木は生徒の障害の程度や意欲
に合わせて 3つのグループに分かれて活動してい
る。

3 助言指導
知的障害自立生活者の調査で,ス ポーツをしてい
る人もいるが,体を動かしたくない人や生活習慣病
の患者も多い。学校体育での体力能力の向上,肥満
の防止が求められている。心身の健康に結びつく身
体活動を卒業後も継続するには,生徒自身が「運動
をしたいJ気持ちを持ち続ける必要がある。卒業後
も運動を続けている生徒のほとんどが施設や学校で
の喜びを体験している。
「倉U作ダンスJや 「ゲームスポーッJは運動スキ
ルの面に難点はあるが,体を動かすという「原始的
な楽しい体験」に結びつく。どちらの授業でも子供
たちは生き生き自己表現していた。この喜びをどう
返していくかが大切である。

生涯にわたり身体活動を継続することは,社会参
加の促進や健康の維持増進につながる。動きそのも
のが楽しめるような教材開発や工夫も重要である。

ｇ

ヽ
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第41回全国学校体育研究大会(北海道大会)を終えて

北海道実行委員会委員長 (札幌市立厚別東小学校校長)

平成14年度全国学校体育研究協議会・第41回全国

学校体育研究大会は,平成14年 10月 17日 (木)18日
(金 )の両日,北海道らしい澄み切った青空のもと,
全国各地から1500名 を超える皆様をお迎えし,盛大
に開催することができました。

本年は, 日本学校体育研究連合会が創立されて50

周年を迎え,大会前日に,記念式典・祝賀会が盛大
に行われました。重み,迫力のあるひと時でした。
この大会をお引き受けしてから, ここ数年間は,
「成功Jという二文字をめざしての毎日でした。平
成H年度に準備会を結成して以来,準備委員会を経
て,平成13年度には実行委員会を発足させ準備にあ
たりました。先輩からのご指導,青森大会や宮崎大
会へ参加し,情報入手や引き継ぎをし,そ して,文
部科学省や学体連本部の方々からの貴重なご指導等々

のお陰で,何とか終えることができました。
途中で,予定していた会場が諸事情で使用できな
くなり,急きょ平成 2年度に使用した札幌市民会館
を選んだというハプニングもありました。

大会主題を 「はずむ心と体,共に高め合う体育活
動Jと し, これをめざしての提言でありました。こ
れは,私たちが校種を問わず,授業等でめざす共通
の児童生徒像としてきたものであります。しかしな

がら,授業者にとっては,その成果を具体的な姿で
見せなければならないということで, この主題は厳
しいものでありました。

<大会第 1日 >
①特別講演 成田 真由美 氏
スポーツ談だけでなく,障害を克服しながら果敢
に生きる氏の生き方に,感動を覚えた参加者が多か
つたようです。

②公開演技

参加者の皆様から,感動をありがとうという評価
をいただきました。園児,児童,生徒,学生それぞ
れの発達段階がよく現れた発表になったと思ってい

ます。また,参加した者にとっては,よ い交流がで
き,「よい学びの場」になったと評価しています。

③解説 今関 豊一 文部科学省・教科調査官
「これからの学校体育―指導と評価の一体化―J

と題して,子供の成長を促すのに,「自分たちの設

宮 崎 岩 次

定した評価規準が妥当かどうか」「授業がどう変わ

ったか」等の検討の必要性を話されました。

④基調提案

今回は,実践事例を含め,コ ンピュータを用いて
のプレゼンテーションとしました。わかりやすかっ

たという評価も得られました。

⑤シンポジウム

短時間の中で,登壇者 5名 ,発言者 2名 というこ
とで,展開に無理が生じるのではと懸念しましたが,
高橋健夫先生の的確な進行と事前の運営計画等が功

を奏して, よい評価が得られました。内容が,参加
者のニーズに合っていたこともその要因と考えられ

ます。

⑥表彰式

学校体育振興に貢献のあった学校・個人の表彰が

行われましたが,大変スムーズに進行することがで
きたと評価しています。

<大会第 2日 >
5校種H会場において,26授業を公開しました。
また,研究協議におきましては,18研究の発表をし
ました。どの会場も活気のある授業,活発な協議が
行われ,成果と課題が浮き彫りにされ,意義ある 1
日になりました。

指導助言者の方々につきましては,道内大学関係
者等にすべてお願いしました。これは,地方におけ
る体育研究が,大会後も日常的に大学や行政とのつ
ながりの中で深められていくことがより重要である

との判断からでありました。

次期開催県との打ち合わせ会では,三重県だけで
なく,その次の開催県徳島県も交えて行われ,強い
意気込みを感じさせられました。まずは,第42回三
重大会の成功を心から祈らずにはいられませんでし

た。

終わりに,北海道大会開催にあたり,た くさんの
ご指導・ご支援をいただきました文部科学省,(財)
日本学校体育研究連合会をはじめ,各関係各位に深
く感謝申し上げます。また,各分科会で的確な指導
助言をいただきました先生方,全国各地から参加い
ただいた先生方ありがとうございました。感謝,感
謝で大会報告とさせていただきます。
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全国学校体育研究大会 (三重大会)を迎えるにあたって

三重県実行委員会会長 (三重県立みえ夢学園高等学校校長) 瀬ヨ 亡「 ,享  三
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1 研究主題
「学びをひらく体育の創造J

9)社会体育等の指導者並びに大学の研究者

(鋤一般参加者

5 内 容
(1)平成15年度全国学校体育研究協議会

【H月 13日 (木 )】

①開会式 ②特別講演 ③公開演技
④解説
「これからの学校体育の在り方一体力の向上と

評価を中心に一J 教科調査官 渡邊 彰
③基調提案

⑥シンポジウム
「学校における子どもの体力の向上をどのように

図るか」

○コーディネーター 三木 四郎
(大阪教育大学教授)

○シンポジスト   川口 啓
(名古屋市立藤が丘小学校校長)

芹澤 康子
(中京女子大学助教授)

前田 和典
(二重県立久居農林高等学校校長)

他

υ)第 42回全国学校体育研究大会
【H月 14日 (金 )】

①公開保育・授業 ②研究発表・協議
③指導講評

平成15年度全国学校体育研究協議会 。第42回全国

学校体育研究大会が二重県で開催されるにあたり,
ご挨拶とご案内を申し上げます。

昨年から小 。中学校において,新しい学習指導要
領が全面実施され,高等学校でも,本年度から年次
進行で実施されることになりました。

評価規準による評価をするためには,体育学習に
おける指導と評価の一体化をどのように図るか,ま
た,そ の取り組みはどうあるべきかについて,前回
の北海道大会の講話やシンポジウムで論議されまし

た。

また,中教審の答申によると,児童生徒を取り巻
く環境の変化が,運動する機会を減少させ,以前と
比べて体力や運動能力の低下傾向がますます続くと

いう事態が生じてきており,いかに歯止めをかける
ことができるかについて,真剣にその対策に取り組
む必要性を述べています。学校体育や運動部活動の

果たす役害Jが,再びクローズアップされ,い かに体
力や運動能力を向上させるかということを含めて議

論されるこの時期に,二重県で全国学校体育研究大
会が開催されますことは,大変意義深いことと考え
ています。

当初,メ インテーマを「体育ってなに ?今を生き
る子どもたちにとって」としていましたが,体育の
是非を論じたり,今日の体育学習の考え方や要求に
対して否定的に捉えているのではないかと誤解を招

く恐れがあることから,改めて, メインテーマを
「学びをひらく体育の倉」造」とし,副題を一体育つ
てなに?今を生きる子どもたちにとって一といたし
ました。二重県の取り組みを整理すると,

◎新学習指導要領が実施され,その意図を踏まえ,

子どもたちの「生きる力」を育む体育学習のあり

方を求めていること

◎創造的な教育課程の編成や学習内容の位置づけを

再検討し,そのことで,教師自身の指導観を問い
直してみようとしていること

◎従来までのチャンピオンスポーツ的で,定着型の
授業からの発展的脱却を図り,運動の楽しさが ,

いつそう味わえるような生成型の授業作りを展開
していこうとしていること

◎子どもたち自身の中に,体育は好きな教科に留ま
らず,大切で必要な教科として位置づいていける

ような体育学習の可能性を見いださせようとして

いること

◎楽しい体育の考え方を再検証し,子どもたちに運
動の機能的特性を十分味わわせ,充実感や達成感
が感じられる授業作りや体力の向上を図ろうとし

ていること

◎子どもたちのこれまでの運動・スポーツ観を揺さ

ぶることのできるような授業作りに目を向け,ス
ポーツ享受能力の育成や深化・拡充を図ろうとし

ていること

◎県内指導者はもとより,研究大会に参加していた
だく指導者が,それぞれ,明 日からの体育学習の
可能性と課題に目を向け, 日々の実践を再構築す
る契機にしようとしていること

等です。

研究の方向性や意図が正確に伝わるよう研究テー

マについて一部修正を加え,変更した次第です。
また,二重大会の特徴として, 2日 目の公開授業
・研究協議は,二重県を南北に貫く近鉄沿線の14会
場にいたしました。その意図は,参加者の方に三重
県をよりよく知っていただく機会にしたいこと。ま

た, この大会が一過性に終わることがないよう,開
催市町利を分散して,各地区委員会を立ち上げ,幼
稚園を含む各校種からの委員が一体となって研究組

織を作り,県外からご参加いただく方々と交流する
ための諸準備にあたることを狙つて分散いたしまし

た。

私どもは, この研究大会・協議会にご参加いただ
く全国の方々に, 日頃研究されていることや考えて
おられることを積極的に議論いただき,指導者の体
育観・指導観を揺さぶるような意義のある大会とな
るよう努力いたしてまいります。大会日時は,H月
13日 (木),11月 14日 (金)です。
なお,研究大会終了後には,「 日本人の心のふる
さと伊勢」「うまし国みえ」 と言われる奥伊勢方面
にも足を伸ばしていただき,真珠養殖の筏が浮かぶ
リアス式海岸に夕日が沈む例えようのない素晴らし

い夕景色をご堪能下さい。

さらにこの時期は,紅葉の真っ盛りです。秋深ま
る伊勢路を味わっていただければ幸いです。二重大

会成功のため,ご指導いただきますよう切にお願い
申し上げます。

一体育ってなに ?今を生きる子どもたちにとって一

2期 日

平成 15年 H月 13日 (木),14日 (金 )
3会 場
【第 1日 目】 三重県総合文化センター大ホール
【第 2日 目】 全14会場
第 1分科会  私立第二さくら幼稚園
第 2分科会  三重大学教育学部附属幼稚園
第 3分科会  四日市市立笹川西小学校
第 4分科会  四日市市立河原田小学校
第 5分科会  二重大学教育学部附属小学校
第 6分科会  伊勢市立厚生小学校
第 7分科会  鈴鹿市立鼓ヶ浦中学校
第 8分科会  津市立南が丘中学校
第 9分科会  伊勢市立厚生中学校
第 10分科会  県立桑名高等学校
第11分科会  県立久居高等学校
第 12分科会  県立松阪高等学校
第 13分科会  県立伊勢高等学校
第 14分科会  県立養護学校玉城わかば学園
4 参加対象者
(1}全国の幼稚園,小学校, 中学校,高等学校, 自
学校,聾学校,養護学校の教員並びに保健体育
行政関係者

6日 程
(1)平成15年度全国学校体育研究協議会 三重県総合文化センター大ホール
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*pll日本学校体育研究連合

会理事・評議員,都道府県
代表者会議は, H月 12日
(水)14時からプラザ洞津に

て実施。

*閉会後 ,

第42回全国学校体育研究大会

引き続き,lal日 本学校体育研究連合会主催の表彰式を

三重県内14会場
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*第 2日 目 (分科会)の日程は, 会場により多少の違いがあります。
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平成14年度 第 2回
理事・評議員及び代表者会議 議事録

副理事長 三 原 忠 彦

日 時 平成14年 10月 16日 (水) 14:50～ 16:25  それぞれ報告されました。学体連の機関誌「学校体
会 場 北海道札幌市 京王プラザホテル札幌    育Jに ついては,購読部数激減のため,本年 3月 を
出席者 理事・評議員及び都道府県代表者 (69名 )  もって休刊に至ったとの報告がありました。その他,
司 会 :田川理事長                50周 年記念事業関係で,記念誌,式典・祝賀会につ
記 録 :三原副理事長               いて報告がありました。

[議長]続きまして平成 14年度役員・理事・評議員 膵
の一覧と常務理事の業務分掌をお願いします。

2 平成14年度役員・理事・評議員一覧及び常務理

報連体学

開会の言葉 (金森副会長)

航空機のトラブルにより本部役員の到着が大幅に

遅れ (2時間半),申 し訳ありません。この後の予
定もありますので,会議の進行にご協力をお願いい
たします。

会長挨拶             (浅 田会長)

さっそく本題に入りたいと思います。

議長選出

寄附行為により,浅田会長を議長に選出した。
[議長]平成14年度第 1回理事・評議員会の報告を
お願いします。

1 平成14年度第 1回理事・評議員会の報告
(三原副理事長)

本年 5月 18日 国立オリンピック記念青少年総合セ

ンターの研修室にて,委任状を含め,60名 の出席に
より開催されました。議事に先立ち,本年は役員改
選の年であるため, 7名 の推薦委員会が構成され,
浅田会長を再任したいという委員長の報告通り決定

いたしました。議事に入り,平成13年度の事業報告,
収支決算報告ならびに監査報告,ま た平成14年度の

事業計画案及び収支予算案が提案され,異議なくい
ずれも了承されました。次に平成14年度の体育実技

研修会の説明があり,了承されました。平成18年度
以降の全国大会の開催県については,京都府代表の

ご発言を得ながら,議長が次のようにとりまとめ了
承されました。すなわち,平成18年栃木,以下19年
京都,20年岩手,21年は山口・島根・広島の3県の
いずれか,22年は福岡か佐賀ということです。報告

事項に入りまして,本年度の表彰について,文部科
学大臣賞,学校体育研究優良校・功労者の推薦要領
・審査等の説明があり, ここで若千の質疑応答があ

りました。次いで,全国大会開催の準備状況につい
て,第 41回大会の北海道,第 42回大会の三重県から

事の業務分掌について (田川理事長)

平成14年度役員・理事・評議員一覧表は「会報J

の25頁・26頁 をご覧ください。第 1回理事・評議員

会の後, ここに掲載した通り決定しました。また,

平成 14年度常務理事の業務分掌は,資料 1のように
決定いたしました。

[議長]体育実技研修会について,幼稚園から高校
までをまとめてお願いします。

3 体育実技研修会について   (後藤常務理事)
実技研修会については,幼稚園の部と小学校の部
はすでに実施されておりますので,資料 2を もって
文章報告とさせていただきます。

[議長]では,学体連 「会報Jについて,友添副理
事長お願いします。

4 学体連「会報」について   (友添副理事長)
第39号 を先生方のお手元にお配りしてありますの

で,ご覧いただければと思います。全国大会の分科
会での研究授業等の参観記は,次の40号からは会場
校の先生方にお願いすることになっています。

[議長]以上 4うの議題についてまとめてご質問い
ただければと思います。なお,40号 には50周年記念

行事についても特集として入れたいと考えています。

ご質問がなければ,文部科学大臣賞・優良校 。功
労者の表彰についてお願いします。

5 文部科学大臣賞 。優良校・功労者の表彰につい
て              (田 川理事長)

資料 3の 1枚目は,文部科学大臣賞 (最優秀校)
の一覧です。次いで学校体育研究優良校132校 ,功
労者賞受賞者 149名 の一覧となっております。優良

校・功労者賞については, 7月 27日 に中央審査会を,

文部科学大臣賞の審査会は 8月 16日 にそれぞれ開催,

△
撃

―-26-―

連体学 第 40号

研究資料集に記載してあります先生方に審査をお願

いし,各学校ならびに個人の受賞を決定いたしまし
た。

[議長]優良校・功労者・文部科学大臣賞は,各都
道府県の推薦委員会から送られてきたものを, こち

らで審査させていただいた結果であります。これに

ついてご質問をいただければと思います。

6 学校体育振興会 (「学体振」)について
(浅国会長)

10月 |こ (「学体連」と「学体振」間で)覚え書き
を交換する段階になりました。今のところは大所の

企業が 5～ 6社で,「学体振」は会長がコロンバイ
ンの社長・山本裕人氏,理事長がシューズアカデミ

ぽ)Iti去
省冒孝「 唇

'ま

す慮禽碁言含雪[晨 ]ぶ |:
ついてはこれからお知らせしていきたいと考えてい

ます。これに対して何かご質問がありましたら,お
願いします。なければ本会議終了後行います50周年

の記念事業について,深川副会長お願いします。
7 50周年記念事業について (深川副会長)

本日は午後 4時 30分から本連合会の50周年の式典
・祝賀会を行いますので,皆様方ぜひおそろいでご

出席をお願いします。この事業は数年前から検討し

てきましたが,皆様からいろいろご意見を聞く中で,
本日のような形になりました。また,本事業の一環
として企画しました「50周年記念誌」という我が法

人の歴史を表した冊子が出来上がりました。各都道

府県の小史も網羅した誠に分厚いものになりました。
「会報Jの抜き刷り等も掲載しており, これを見れ
ば学体連の歩みが一目瞭然であります。すでにご案

内を申し上げている通り, 1冊 2500円 で本日より頒

《 )布 させていただきます。祝賀会にご出席の方には贈"呈
いたしますが,ぜひ 1冊でも多くご購入くださる
よう,広 く全国の先生方にご協力をお願いしたいと
存じます。また,本 日の式典で,私どもの事業に積
極的に賛助いただきました企業の方々に:これまで
の御礼とさらなるご援助をお願いする気持ちから,

式典の席上で感謝状を贈皇する予定です。北海道学

体連の皆様には, この事業を実施するうえで,格段
なるご配慮とご協力を賜った次第です。皆様方にも

ご承知おきいただきたいと存じます。誠にありがと

うございました。

[議長]50周 年記念事業について何かご質問があれ

ばお願いします。なければ続きまして特別賛助会員

を紹介させていただきます。

(特別賛助会員紹介)

[議長]時間の関係上ブロック会議は取りやめまし

て,幼稚園部会の立ち上げについて,調査結果と予
めこちらからお願いしてあります 6県の事例を紹介
していただきたいと存じます。まず調査の結果につ

いて,考察も兼ねて,後藤常務理事お願いします。
8 幼稚園部会の立ち上げについて―調査結果に基
づいて一 (後藤常務理事)

調査の結果について資料 4に基づきご説明させて

いただきます。アンケー トには,100%の回収率で
お答えいただき,誠にありがとうございました。そ
こでは,各県の幼稚園教育の組織に関する現状,小
・中・高等学校との交流の現状,研究活動の連携や
交流を進めるうえでの問題点や課題,公立幼稚園と

私立幼稚園の割合や活動状況について,さ らに今後
の各支部の計画や方向性について伺いました。まず ,

現在の各支部の状況ですが,わずか 1支部ではあり
ますが,支部内にはっきりと幼稚園部会が位置づけ
られ,相互交流や連携を図つているという県がござ
いました。また,支部として組織が位置づけられて
はいないが,実質的には交流をしているという支部
が12ございました。一方で,位置づけられてはいる
が実際は連携が進んでいない,あ るいは位置づけら
れてもいないし,交流・連携も進められていないと
いう県が合計34あ りました。 2番 は幼稚園との連携
・交流がある支部の具体的な事例ですが,(1)～ 個)ま

であります。(1)は県学体連に幼稚園部会が加盟して

組織が確立しているという例です。9)～ (7)は,体
力づくり推進大会や研究大会など,大会やイベント
を契機として連携や交流が進められているという事

例です。 3は幼稚園部会立ち上げに向けて問題や課
題となっている事項です。これも(1)～ 0まであり,
たとえば 「幼稚園では運動・体育領域が独立してい

ないので,なかなか連携が図りにくいJ「体育領域
がないため,体育専門の担当者がいない」という問
題点があがっています。また,「 4ヽ・中・高の体育

の先生は,幼稚園との連携の必要性に対する認識が
薄いのではないか」「幼稚園組織を取り込むための

具体的な手だてや糸国がないJと いったご意見もあ
りました。県によって事情はさまざまかと思います

が,私立幼稚園が多い県においては,幼稚園経営そ
のものに存亡がかかっているという事情もあって,

運動遊びの研究の充実までは,なかなか手が回らな
い実情も見えてきました。幼稚園の先生方からは

「学体連って何ですか ? 説明してほしいJと いう
質問がずいぶんありました。「運動面だけを強調し

た研究はやりにくい」「幼稚園が学体連に加盟して

どんなメリットや必要性があるのか」「金銭的な負

担がかかるのではないか」という意見も頂戴してお
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ります。また,「会長の一存では返事ができないJ

という県もたくさんありました。しかし,「幼児期

の運動の必要性は十分認識しているので,無理のな
い形で学体連との接点を検討する価値はあると感じ

ている」というご意見もありました。以上,支部を
立ち上げる際の課題や問題が確認でき,大変参考に
なりました。最後の幼稚園部会立ち上げに関わる各

支部の今後の計画や方向性については, 6都県に情

報提供をお願いしてありますので,そ ちらをお聞き
ください。本会も創立50周年を迎えております。こ

れをきっかけに,体育から運動遊びの重要性を発信
していきたいというのが本部の趣旨ですので,可能
な支部から無理のない形で立ち上げていただけたら,

大変ありがたいと思っている次第です。学体連とし

ては,立ち上げに向かう支部に対して,何 らかの援
助をさせていただきたいと考えております。たとえ

ば,幼稚園の研究優良校の表彰も 1つ の案で,た だ
いま検討中です。同時に, これからも全国大会を開

催していただく県においては,それを契機として幼
稚園部会が立ち上がりますように,お願いしたいと

思います。また,毎年学体連主催で,幼児の運動遊
び実技研修会を開催しておりますが,全国幼稚園教
育研究会の会長さんにこの趣旨についてお話をさせ

ていただきましたところ,連携して実技研修会を開
催したらどうかという話が具体的に煮詰まっており,

ぜひ前向きに検討したいというお話もいただいてお

ります。こういった全国組織レベルでの連携も深め

ていきたいと思っていますが,基本となるのは各県
での連携・立ち上げです。ご理解を賜りまして, ど

うかご意見・情報提供をお願いします。

[議長]ア ンケー トに加え,各県で苦労されている
点などについて,電話で後追いをしました。その中
で,三重県,秋田県,栃木県,東京都,山 口県,長
崎県は,それぞれユニークな歩みをして,可能性が
あると承っています。これらの県につきましてご紹

介をさせていただきます。

【6県事例紹介】
三重県              (瀬 古会長)

来年度二重県で,大会が開催されますが,それに
向けて新しい組織を作っていたところですので,幼
稚園もその中に入っていただきました。まず直接そ

れぞれの協会の会長にアプローチをし,理事会等に
出席させていただきました。最初に私学が協力して

くれ,その後国立,最後に公立に入っていただきま
した。現在では研究部会の中に幼稚園の先生方にも

お入りいただき,研究合宿等に小・中学校の先生方
と一緒に,参加していただいています。ただ,幼稚

園では,私学と公立がなかなか融合していかない,

市の教育委員会からは私学には補助が出せない等,

問題点もございます。せっかくの組織をどうやって

存続させるかという点に勢力をつぎ込んでいるとこ

ろです。各地区に実行委員会を作り,そ こでは幼・
小 。中・高のメンバーが集まって勉強できる,そう
いつた機会を多く作ろうと思つています。

秋田県             (佐 々木会長)

今二重県のご報告がありましたが,ち ょうど7・
8年前,秋田大会の前年度,あるいは当該年度に我々
がやったこととまったく同じ悩みをお持ちだなと思

つて聞いておりました。私ども平成 8年度秋田大会
では,幼稚園も含めてということでがんばったわけ

堀菖ガを履嘗糧肇:詈套倉亀じ見F義菖稀民俗音響
ぐ

んど私立幼稚園で成り立っておりまして,ス ター ト
の時点では教育委員会にお願いして公立幼稚園中心

に組織を展開しようと動き出しましたが,難しい状
況でした。そこで,改めて私立幼稚園協会の組織に
お願いしたという経緯がございます。逆に私立幼稚

園協会がまったく機能していない地域もあります。

県内でも地域によってまったく事情が違っているこ

とに大きなとまどいを感じました。ですから,県内
にまとまった組織をということになりますと,非常
に難しい面があります。ただし,運動遊び等を含め
た部会の立ち上げ,ま たは表彰規定等の面から迫っ
ていけば,何かが動くのではないかという予感はし
ています。本県では,全国大会後,隔年で全体会を
行っており,幼稚園・保育園を含めて一緒に研究を
するという試みはずっと連続しております。県内の

教育長は,幼・小の交流が重要な柱であると掲げて
おり,各地区の幼・小の交流を非常に大事にしてい 餞
る現状です。どの幼稚園・保育所も体育に近い形の

運動遊びを重用視しているのはまぎれもない事実で

すので,幼稚園という組織を傷つけないようにしな
がら,運動遊び部会という立ち上げ方が考えられる
と思っています。それから研究大会となりますと,

幼稚園も保育園も休園にしないと先生方が参加でき

ないという実情があります。どうしたら幼稚園の先

生方が順番にでも参加できるようになるか,それを
探ることも必要なのではなぃかと思います。

栃木県 (小池事務局長)

本県の対応としましては,県支部の組織としての
議題としては取り上げていないが, 目的や趣旨には

賛成であり,今後支部として,その方向をめざして
努力したいという項目に該当します。具体的には県

の教育委員会事務局保健体育課から,栃木県幼稚園
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連合会にコンタクトをとっていただき,本部会の加
入について努力していくつもりでおります。

東京都 (梅村会長)

本年度 6月 に東京都の学校体育研究連合会を立ち

上げ,それを日本学体連の東京支部としております。
それに連動して,幼稚園の問題が持ち上がってきた
わけです。小 。中・高の先生方は大変この問題に関

して理解があり,前向きに検討していこうと大筋で
は固まっています。この大会の前に,理事会・評議
員会等を開き,動き出したいと思っていましたが,
日程等がつかず,間に合いませんでした。帰りまし
たら,形を定めて,一歩足を踏み出したいと考えて
おります。今日の小中高生をめぐる体づくりあるい

.《〕
雪壌喜2冨腎場這が住≧置験羞霧嘗2層鯰言[言こ
代になっていることについては,共通した認識にな
っております。東京都といたしましては,で きるだ
け早めに幼稚園部会を立ち上げまして,その部会が
機能していくように努力をしたいと考えているとこ

ろであります。

山口県 (阿野会長)

栃木県と同じような状況です。学体連そのものの

組織が弱いというか,不確定な状況の中ですし,県
内の研修会は,高教研保健体育部会,中教研保健体
育部会,小学校教育研究会といった組織との相乗り
での研究会が多いわけであります。幼稚園部会もそ

れぞれいろいろな教育部会を持っております。学体

連に加わって何がメリットかという言葉が幼稚園だ

けでなく,小・中・高でも出ているのが状態なので,
なかなか難しいところです。

長崎県 (井手会長)

(1 私は中学校部会から出ているわけですが,小学校
の部会長さん,幼稚園の先生方と話をしまして,私
自身が幼稚園との連携協力は大変大事なことだとと

らえております。県の指導主事の方々ともお話をい

たしまして,いずれも前向きにとらえることが大事
であるという認識では一致しておりますが,実際に
この話を進めていく時には,組織の点で課題がござ
います。本県の研究組織は,各学校段階の教育研究
部会が土台になっておりますので,それぞれの部会
が今のところ自分の研究状況で手一杯という現状が

あります。しかし, ここは熱意でカバーしていける

のではないかと思っております。二重県などこれか

ら進んでいくであろう実績を参考にしながら, まず

は会の中で啓発活動,それから小学校の部会長が特
に幼・小連携を大事にされていますので,そ のあた
りを 1つの突破口として,交流を進めながら,組織

のあり方を考えていきたいという現状です。

[議長]以上, 6県 に現状を報告していただきまし
た。ご質問があればお願いしたいと思います。先進

国では,幼稚園教育は,小学校の低学年と一緒に行
うようになっております。日本においてもその必要

性をますます強く感じています。 1年でも2年でも
早く幼稚園部会を立ち上げたい,今年は50周年でも
ありますので,それを境にして「部会の立ち上げJ
をと考えたのですが,県によって事情はまちまちで
す。先生方のご協力により,幼稚園部会の立ち上げ
が早く実現できればと思っております。

それでは,次期開催県の準備状況についてお願い
します。

9 次期開催県の準備状況 (瀬古理事)
「体育つてなに ?」 という主題に至るまでには,

大学の先生方にご指導いただきながら,校種を超え
た研究部員が20名から30名集まり,合宿でいろいろ
議論を重ねました。学習指導要領の改訂に伴って,

もう一度原点に立ち戻つて考えてみようということ

で引き出したものです。また,分科会を広域で開催
しますのは, この大会を一過性に終わらせることな

く,各地で継続して勉強会が行われるようにとの思
いでございます。したがって,た とえば高等学校で
も,小学校や幼稚園の紙上発表をしたり, ビデオを
見ていただいたりということも考えておりまして,

総合的な形にもっていこうとしております。会場と

なる14の 学校では,プ レの研究授業公開も行ってお
りますので,少しずつ整っていると思います。今回,
一番困っているのは資金面でございます。県からの

補助金がまったく切られてしまい, どうやって動か

すのか, まさに手作りで,体育の管理職やOBに寄
附を募りながら,準備を進めているというのが実情
です。心を込めたもので皆様方をお迎えするつもり

で,がんばっております。どうぞふるってご参加く
ださい。

[議長]以上をもちまして,議題はすべて終了いた
しました。

閉会の言葉           (深 川副会長)

限られた時間でしたが,それぞれ情報交換ができ
ました。特に幼稚園部会の立ち上げにつきましては,

50周年の記念の節目に何とか結論を出したいという

ことで,皆様方にいろいろとお願いを申し上げた次
第であります。学体連が各都道府県の事業に積極的

にご援助ができるように,私 どもも努力をしたいと
思っておりますので,皆様にもご支援をお願いしま
して,本 日の会議を開会したいと思います。
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幼稚園部会の立ち上げについて

一調査の結果などと関連して一

常務理事 (荒り|1区立町屋幼稚園園長)堀  内 俊 雄

1 幼児期における運動の重要性

最近の子どもの健康に関する問題として,子ども

たちの体力や運動能力の低下が心配され,中央教育

審議会は子どもの体力低下問題に関する対応策を答

申しました。これらの問題の背景には,今 日の子ど

もを取り巻く環境の大きな変化があると考えられて

います。都市化は,地域生活の有様に影響を与え,

核家族化や少子化,母親の就労の増大は家族生活の

あり方に変化をもたらしています。さらに価値観の

多様化はさまざまな新しい生活様式や生活スタイル

を生んでいます。特に両親などの大人に依存した生

活をしている幼児期の子どもにおいては,家庭での

大人の生活の影響を大きく受けます。中でも大人の

生活の夜型化の影響は大きく,幼児期の子どもの生

活リズムや基本的生活習慣を乱す要因となっていま

す。また,地域における遊び集団の構成が困難な状

況やテレビ・ビデオ,ゲームなどに費やす時間の増

大は,幼児を戸外から室内へと追い込むことになり,

幼児期での遊びの減少へとつながります。そして ,

結果として子どもの体力や運動能力の低下を招くこ

とになります。

このような状況は,子どもの健全な発育を考える

うえで,憂慮すべきことです。なぜなら,健康の維

持・増進にだけ配慮すればよい成人と違って,幼児
の場合はそれに加えてさらに成長もしていかなけれ

ばならないという課題があるからです。人が健康な

生活を送るには運動・栄養・休養のバランスが大切

です。幼児においては, 日中よく体を動かして遊ぶ

ことが食欲や熟睡を生み出すと言われています。い

わゆる快動・快食・快眠のリズムであり, これを幼

児期に習慣化することがその後の健康な生活を送る

うえでよい影響を及ぼすことになります。

次に,幼児の発達特性に目を向けてみると, 3歳

から5歳までの幼児期においては,著 しい身体の発
達に伴い,運動諸機能が急速に発達する時期でもあ
ります。スキャモンの発達曲線によると,神経系の
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姿勢制御,バランス感覚などを養成する大切な時期
にあり,体を使ってのさまざまな遊びゃ運動を十分
に行わせることは,身体発達の過程の中で大変重要
なことであると言えます。

2 幼稚園教育と運動遊び

学校における学習指導要領と同じように,幼稚園
においては幼稚園教育要領で,指導のねらいと内容
を領域別に定めています。健康・人間関係・環境・

言葉・表現の 5領域があり,運動と関連するのは,
健康の領域です。この領域では,「明るく伸び伸び

と行動し,充実感を味わうJ「 自分の体を十分に動
かし,進んで運動しようとするJ「健康,安全な生

活に必要な習慣や態度を身につけるJこ とをねらい

藻と勤泉ξ01Fttλ 捻呂絆こ鐙意ぜ[:E[1纏 餞

康への関心,危険防止や災害時の行動,さ らに健康

な生活リズムなど,総合的に示されています。
このように,幼稚園においては,「 いろいろな遊
びの中で体を動かすJ「遊びを通して運動する」が

基本にあり,学校での体育とは異なり, いわゆる
「運動遊びJと しての扱いとなっています。そのた

め,幼稚園においては,学校のように体育としての

特設された時間がなく,総合的な活動の中で,「運
動遊び」として取り組まれています。しかし,幼稚

園によっては,それぞれの園の施設・設備や環境を

生かした特色あるカリキュラムを作成し,運動を系
統的に取り上げている園もあります。また,幼稚園
教育要領の中では,運動種目の具体的な例示はあり
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ませんが,ほ とんどの園では,季節を考慮しながら,

鬼遊び,固定遊具を使った遊び,器具・月具を使っ

た遊び,ボールを使った遊び,走 を中心とした運動,

ゲーム, リズム,水遊び, 自転車 (一輪車・二輪車
・三輪車)乗 り,なわとびなどをバランスを考えな

がら取り入れています。

私は,公立の幼稚園長と小学校長を兼任していま

す。そのため,幼・小の両方の活動を日常的に目に

していますが,相互の関連性に気づくことが多いで

す。運動遊びをしている幼児の姿や何気ない動きの

中に,小学校体育の基礎となる動きを発見したりし

.0晨 ]LIこ 塚忌「 黒璽蜃彙曾たち懲兼]f橿島な0
きづくり。体づくりとしての重要な部分であると感

じています。

3 幼稚園部会立ち上げに向けての経過と現状

(1)幼稚園部会立ち上げの目的と意義

これまで述べてきたように,子 どもを取り巻く状

況や環境の変化,子 どもの体力や運動能力の低下,

発達特性から見た幼児期の運動の重要性,学校体育
とのかかわり等の観点から,幼稚園における教育活

動の運動に視点を当てた研究を深めることは,大変
意義があることです。また,体育としては未分化の

基礎的段階である幼稚園の運動遊びに目を向けるこ

とは,学校体育の研究をさらに充実させることにつ

ながることだと考えます。学体連においては,浅田
会長が長年にわたって幼児期の運動の重要性を提唱

く〕 し,幼稚園部会の設立を各支部にお願いしてきたと
ころです。昨年は,学体連創立50周年という節目の

年でもあり, これを機にできるところから実現化し

ていこうということになり,各支部の状況を調査し,

各支部に対して具体的な働きかけをお願いしてきた

経過があります。

(2)調査結果から見た状況

昨年の 7月 から8月 に,幼稚園部会立ち上げにか

かわるアンケート調査を各支部にお願いしました。

その結果と考察については,北海道大会の時の理事
。評議員会の中で,資料にまとめ,報告させていた
だきました。また,今回の会報の議事録の中にも概
要が記載されています。一部重複する部分もありま

すが,調査内容と結果を紹介します。

◎アンケートの調査結果より (一部抜粋)

〔各支部の状況〕

各支部の幼稚園との交流・連携の事例

〔幼稚園部会立ち上げの課題・問題点〕

〇小中高とは研究の組織形態が違い,接点が取
りにくい(行政側の所管,研究方法,公立私
立による違い等)。

○幼稚園では,体育領域が独立した研究領域で

はなく,総合的な内容の研究が行われている。

○幼稚園と小学校の交流・連携は,行政的課題
でもあり,各地域ごとの幼・小の間では進ん

幼稚園部会が位置づけされている。 1

幼稚園部会の位置づけはないが,研究
活動の中で,部分的な交流がある。

12

幼稚園部会としての位置づけはされて
いるが,研究活動の交流はない。

1

幼稚園部会の位置づけはなく,研究活
動の交流もない。

33

○県学体連支部に,公立幼稚園協会・私立幼稚

園協会が加盟し,公立幼・私立幼・小・中・

高の各 5校種の連携をめざし,活動を始めて
いる。

○県の研究発表大会や全国大会の開催の折に,

幼稚園部会を設けて参加してもらっている。

○幼稚園を特別会員として位置づけ,必要に応
じて研究会に参加してもらっている。

○毎年,開催している県体力づくり研究推進大

会に幼稚園からも参加している。

○県の研究大会を隔年で開催している。幼稚園

・保育所の保育公開も,その都度,主催地区
の考え方で,同 時開催のケースが増えてきて

いる。組織の連携についても進めている。

○県学体連の中の女子体育連盟の中に,幼稚園

部も一緒に位置づけ,実技研修会を実施して
いる。

○各地域ごとに課題に基づいた合同研修会を実

施している。

○体育の分野に限定しないで,幼・小の交流と
いう形で,各地域ごとに相互交流会がもたれ
ている。



第 40号 連体学

でいるが,教育全般についてであり,体育や

運動面だけを取り上げての交流は難しい。

○幼稚園側に,直接的な窓口となる体育専門の

担当者がいない。

○これまで学校体育として取り組んできた経緯

により,小中高側に幼稚園部会の必要性の認

識が薄い。

○幼稚園の研究内容が,小 中高の体育を見通し

たものになっていないため,幼稚園側からの

交流・連携の要望が出てこない。

○日常の交流がないために,幼稚園の組織や研

究の様子を把握できない。

○幼稚園組織を取り込むための具体的な手だて

や糸口がない。

○研究発表会の時だけ,参加を呼びかけている

が,継続的活動には至らない。

○現在の小中高の組織を維持するのが手一杯で

幼稚園まで拡大する余裕がない。

○長年続いている組織の方向性を変えるのは難

しい。組織として共通理解を深めていく必要

がある。

○幼稚園側に学体連の組織そのものが理解され

ていない。

○幼稚園側にとって,運動面だけを取り上げた

研究に抵抗感がある。

(回答の中からの代表的な意見の一部抜粋です)

平成14年度第 2回理事・評議員及び代表者会議

(北海道 札幌市)
標記の会において,幼稚園部会立ち上げに関する
アンケート結果の報告ならびに,三重県 秋田県 :

栃木県 東京都 山口県 長崎県より,現在までの
取り組み状況につしヽて紹介がなさねた (詳 しく|よ本

誌P26～ 29参照)。

4 今後の方向性と課題について

アンケー ト調査の結果からは,幼稚園部会の立ち

上げに向けてのそれぞれの支部が抱えている事情や

課題を把握することができました。また,それを克

服しながら前向きな方向で進めていこうとする支部

が多いことも確認できました。この状況を踏まえ,

北海道大会の時の理事・評議員会で,学体連として

次のことを提案し,確認されました。

○幼稚園部会については,立ち上げが可能な支部か

ら出発し,その数を少しずつ増やす方向をめざす。

○幼稚園部会が立ち上がった支部,あるいは立ち上

げに向かいつつある支部に対しては,学体連本部
として支援していく。

○研究優良校表彰に幼稚園の参加を考えていく。

○全国大会の開催県においては,発表が契機となっ

て,幼稚園部会が継続して位置づくように取り組

んでいく。

○学体連主催の「幼児の運動遊び実技研修会Jにお

いては,幼稚園の研究組織との連携を図り,幼稚

園教諭の参加の拡大を図つていく。

*・

その後,東京都において,本年度より学体連東京

支部の中に,幼稚園部会が立ち上がりました。具体

的な内容については,まだ模索中でありますが,今

後の取り組みが期待されます。各支部におかれまし

ても,積極的な推進を重ねてお願いするところです。

腐
》

〔今後の計画や方向性〕

現在の幼稚園部会の組織を維持・充実

させていく。
1

幼稚園部会立ち上げに向け,県支部と
しての議題に取 り上げ,前向きに検討
している。

8

幼稚園部会立ち上げについては,県支
部の議題には取り上げていないが, 日

的や趣旨については賛成であり,今後 ,
支部としてその方向をめざしたい。

10

状況が厳しく,幼稚園部会立ち上げの
計画を考えていない。

幼稚園部会立ち上げは難しいが、現在行
っている部分的交流を継続していく。

2

その他 (無回答含む) 10

-32-一
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東京支部における

幼稚園部会立ち上げの経緯と今後

0

東京都支部会長 (者8立井草高等学校校長)

東京都教育委員会が出した「東京都児童・生徒の

体カテスト調査報告書」が示しているように,小・

中学生の体力低下は明らかです。高校では今後 2・

3年は経過してみなければ正確なことは言えません

が,今までの低下傾向に少しブレーキがかかったと

の発表がありました。小・中・高校を通して全体的

に見れば,ま だまだ喜ばしい状況には決してないと

言えます。

思い出せば,我々が小学校の低学年のときは,毎

日異年齢の仲間たちと,夕方暗くなるまで遊びに熱

中していましたから,そ の遊びの中で自然に走る,

跳ぶ,投げる等の運動に関する基礎的な力が培われ

ていたと言えます。

しかし,今の幼稚園児や小学校低学年児童の毎日
の生活を見ていますと,習 い事や早くも塾通いに忙

しく,子供たちが群れて遊んでいる光景はほとんど

見られなくなりました。そのような生活の様子が,

幼稚園児や小学校低学年の児童の体力や体づくりに

大きな課題を残し,またその状況がその後の小学校

児童や中学生の体づくりに影響を与えていると言わ

れているところです。

そこで,子供たちの望ましい身体的発達を適正に

促す意味で,幼稚園や小学校低学年に在籍している

時代やその両者の接続関係にスポットをあて,その

ありようや両者の連携のあり方等を探求してみるこ

とは大変意義あることと考えています。

この種の問題が提起され出したのはかなり以前の

ことと理解していますが, これらの問題に正面から

向かい合い,そ のあるべき姿を具体的に求めようと

する実践的な研究や開発等はいまだ未開発の部分で

あると考えます。

これらの状況に対して,その内容に関する研究や

開発の提起は確かにありました。しかし,何分それ

らに関する実践的研究を直接行う,小・中・高校各
校種の体育・保健体育研究会の研究は教科研究その

梅 村 和 伸

ものであり,それらの要請に応えていける状況には

ありませんでした。

しかし,心底にはその状況を放置したままでよい

のかという自間や,体力低下の現実に対する心配が

強く存在していた,あ るいはいることは確かです。

そこで,あ えてその時期の遊びや運動に,よ り明

確に着目することに意義を見出し,そ して,その遊
びや運動が身体や精神等に与える影響を研究するこ

とが小学校児童期やその後の時代の身体育成や体力

づくりに影響力があると考え, この際小異を捨てて

大同につく心境で,東京支部の中に幼稚園部会を東

京支部評議会の賛同を得て立ち上げた次第です。

しかし,問題はこれからです。まず,研究組織を

立ち上げたことによって,今後の研究に関する推進

過程をどのように考えていくかを考えなければなり

ません。

つまり, どのように研究テーマを設定し,具体的

にどのように研究を進めていくのか,幼稚園と小学

校の研究の連携をどのように考え,その中での課題

は何か,成果の検証はどのように行われるのか等 ,

未知なる部分がたくさん我々を待っています。

しかし,それらを一つひとつ具体的に乗り越えて

いくことによって,子供の身体的側面が見えてきて,

対応策も具体的に立てていけるようになるのではな

いかと楽観的に考えています。

他県でもこの問題で悩まれているところが多いの

ではないかと推測しております。部会を立ち上げ,

研究を連携の輪の中で進めていくことは間違いのな

いことと考えていますので,実践をしながら考えて

いく姿勢で,ゆ ったり進んでいくことではいかがで

しょうか。

ともに研究の輪をつくり,そ してその輪を広げな

がら,また先進県からのご支援をいただきながら,

今後幼稚園部会を立ち上げた目的を求めていきたい

と考えています。

G
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目
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る
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素

準 lul定 方 法 記   録 留 意 点

%
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走
　
（
秒

）

敏

し

ょ
う

性

・
瞬

発

力

① 311mの直走路を作 り

ころに印を付けてお く

ストンプウオンチ

25mの と

旗

① 決勝用ラープ

②

③

①  スター トラインを踏まないよう
にして,両足を前後に開き,「用意」
の姿勢をとる。

② 合図係りは,ス ター トラインの
斜前方に立ち,「ヨーィ・ドン」の合

図と同時に小旗を下から上に上げ

てスター トさせる。

③ テープを30mの ゴールラインの
ところに張り,そ こまで疾走する。

〈説明〉

「線を踏まないようにして立ちま

す。ヨーイと言ったら片方の足を

後ろに引きます。そしてドンとい

って旗を上げたら,向 こうのテー
プまで一生懸命に走りましょう。」

① 旗が上が
ってから,25m

地点を通過す

るまでの時間

を1/10秒単位

で測る。

②  l回 だけ
行う。

① 男子同士,

女子同±2～

3人ずつ走ら

せる。

② はげみが
出るように,

周りで応援さ

せる。

立

幅

跳

び

品

）

瞬

　

発

　

力

① メーシャー(15m-2m)。
② 床に幅2cmの 踏み切り線をひき,
その線に垂直に目盛線(メージャー)

を弓|(。

③ 被験者は靴下などを脱ぎ,は た
しになる。

幅 2cm

０

０

足

の
位

置

① 踏み切 り線を踏まないようにし
て両足をわずかに離して立ち,両
足同時踏み切りで出来るだけ遠 〈

へ跳ぶ。

② 二重踏み切りや片足踏み切 りを
しないように示範する。

③ 二重踏み切りや片足踏み切 りは
や り直しをさせる。

く説明〉

「この線を踏まないようにして手

を :́、って両足をいっしょにして遠

(へ跳びましょう。このようにな

ったら(示 reし て)ゃ り直しです。」

① 踏み切 り
線と着地した

地0(踏み切
り隷は近い方

の足の腫の位

置)と の最t7

距離をcmで

渦1定する。

② 2回 ,1定
しよιヽ方を記

録する。

① 踏み切る

時,手 を振っ

て反動を利用

させる。

② 踏み切る
時,「 1,2,3」

「それ !」 なと
′

声を■卜けて励

ます。

ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
投

げ

需

）

瞬

発

力

・
調

整

力

①  ソフトボール教育 1号 (周 囲 262
-27 2cm,重 さ136-146g)4個以

上。

② 巻尺
③ lm間隔(投球線を弓卜ヽておく。

ηm暖 //

① 両足を前後に開き,前 足が制限
ラインを踏まないようにして立つ

(右手投げは左足が前になるようこ

して立つ。)

② 制 lPKラ インを踏んだり踏み越し
たりすることなく助走なしでオー

パースローで遠くへ投げる。

く説明〉

「線を踏まないようにしてボール

を持っている手と反対の方の足を

前に出しまtそ して,出来るだけ
高く遠〈へ上から投げましょう。」

① ボールの
落下地点を確

かめ,制限ラ

インからの最

短距離をm単

位でユ1定する。

(m未満は切り

捨てる。)

② 2回続け
て投球し, よ
い方を記録す

る。

連体学

姜蘇 1菫:=理肇:`甕獲薄1:驀華顧
〔幼
児
の
体
力
測
定
方
法
〕

C

√
ヽ

近

藤

充

夫

・
杉

原

隆

〈東
京
教
育
大
学
体
育
心
理
学
研
究
室

「幼
児
運
動
能
力
調
査
測
定
方
法
」
１
９
７
３
）
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幸目連体学 第 40号

文部科学省が毎年実施している「体力・運動能力

調査」の結果から, 中央教育審議会では子どもの体

力低下を指摘し,幼稚薗・学校などでの対応策を検

討しているが,幼児の具体的データがないのが現状。

昨年 (2002年)学体連主催による「幼児の運動遊び」
の講習会において,近藤充夫講師 (東京学芸大学名

誉教授)により,幼児の運動能力調査の方法と結果
が報告された。 (幹事 。三浦美智子)

ρ
・

G

種
目 準 測 定 方 法 記  録 留 意 点

体

支

持

持

続

時

間

（
秒
）

力

持

久

力

① 被験者が立って腕を体に添って

下げた時にひしの高さぐらいの机

2個 を肩幅 と同 じroH隔 に開いてお

く。

① 机と机の間に被験者を立たせる。
② 「用意」の合図で,洒 i碗 を曲げ,
手をそれぞJL机の上におく。

③ 「始め」の合図で,両碗を伸ばし
ながら足を床から離す。

① 口i腕で体重を支えられなくなる
まで続ける。

⑤ 次の場合は失敗であることを示
範する。

④ 腕が由った時

○ 掌以外の身体のどの割;分でも
机や床に触れた時

く説明〉

「両手を机の端の ところに置きま

す。ヨーィ ハシアで,腕を伸ば
して足を床から離します。そのま

ま出来るだけ長い問ぶら下がって
いましょう。足を振ると早く落ち

ます。このようになったら,(示範

して)お しまいでt」

足が床を離

れてか ら,夫

敗するまでの

時「.|を 秒単位

で
'‖

定する。

① 持久力の

テストである

から1回だけ

イテう。

② がんばら

せるために,

激励の言葉を

掛けて励まt

両

足

連

続

跳

び

越

し

（秒
）

調

整

力

敏

し

よ

性

巻尺

積木 (幅 5cm,高 さ5cm,

10cm)を 10個。

長 さ

①

②

XmttF

③

④

50cm

L_fl

ストンプウオンチ

チョーク(ビニールテープ)

① 4m50cmの 距離を.50cmご とに
印をつけ,その印が積本の中亡1こ な

るようにしてlol」 のI・木を並べる。

② 被験者を最初の積木の前に立た
せ 「始わ」の合図で、洒i足 をそろ

えて付け,lo個 のは本を一つ一つ

正
`1に

そして速く,■続してFtび 越丸

③ 次の場合は失敗であることを示
範する。

④ 両足をそろえてつけて,yltば
ない時。

○ 積木を2個以上 1度に跳興
した時。

○ 積本の上に_Lがったり,け と
ばして散舌tさ せた時。

く説明〉

「両足をそろえて付けて下さい。

そしてllt本 を一つずつお休みなし

で,次々とj・ tび越しましょう。こ
のようになった時は(示範)や り直

しで九 」

① 失敗せず
に積木10個を

跳び終わるま

での時 r・0を 1/

10秒単位で測

定する。

②  2回 行い
記録のよい方

をとる。

① 速さだけ

を強調せず ,

正確さをます

強調すること。

② 「お休みな

しで跳ぶ」「う

さざさんのよ

うに跳ぶ」な

どの表現で跳

び方を示して

もいい。

4m50cm
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幸晨連体学 第 40号

Cakutairen 本部だより

0°曾国奈0」警ξ長会書を振馨曇F
○第 1回理事・評議員会の議事内容と役割分担につ

いて審議

O研修会のプログラムについて予定の確認
013年度事業報告及び収支決算報告の確認
。14年度事業計画 (案)と 収支予算 (案)の審議

1402回常務理事会 (H14621金 )

O理事の異動の紹介と役員の分掌確認
014年度特別行事の作業日程等の確認
○月刊誌に代わるものについて協議

O研修会,会報39号 ,パソコン購入等の事項につい

て確認

1403回 常務理事会 (H1481木 )

Cil:露會輝肇馨曇菫橿縁長3像縄瑯貢肇:峯[ζ再て
を中心に)

O優良校・功労者表彰の審査結果の確認
○支部行事の調査内容について報告了承

1404回 常務理事会 (H1495木 )

。14年度第 2回理事・評議員会の議題と分掌につい

て審議

。第41回全国大会本部役員の予定表確認

O幼稚園部会の立ち上げについて報告
O文部科学大臣賞の審査結果の報告了承
O研究助成金の申請,審査結果の報告了承

1405回 常務理事会 (H14101火 )

(北海道実行委  1406回
常務理事会 (H14H12火 )

平成 14年度の常務理事会の議事摘要は以下の通り

です。

1401回常務理事会 (H14423火 )

O北海道大会の準備・担当者の確認
050周年記念式典・祝賀会の次第確認
。第 2回理事・評議員会の議題と役割分担の確認

O第 2回理事・評議員会の議事要旨の確認
0第 41回大会 (北海道大会)の反省について意見交
換

●50周年記念誌の頒布・贈呈等の状況報告

○中高の部研修会実施計画の報告

O学体振の資料について学体連の意見協議

1407回常務理事会 (H15.19木 )

050周年記念誌の頒布・贈呈状況の報告及び残部の

扱いについて協議

O文部科学省 。三重県・本部の三者の話し合いにつ

いて報告

0会報40号 の編集について確認

015年度の研修会について取り組み状況報告
015年度第 1回理事・評議員会の開催日程協議

1403回常務理事会 (H15210月 )

015年度第 1回理事・評議員会の開催について, 日

時・場所 。開催通知の確認

0優良校・功労者の推薦依頼の検討並びに確認
○文部科学省との話し合い (学体振関係)の報告と

意見交換

015年度の研修会の内容等進捗状況の報告

1409回常務理事会 (H1536木 )

。最優秀校・優良校・功労者の推薦依頼の確認

O文部科学省大臣賞の申請について確認
O文部科学大臣宛 14年度報告書の項目確認
015年度の事業計画の説明確認

O二重大会の指導助言者話し合い経過報告
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)研修テーマ 15)参加費

4,000円 (学生2,000円 ・資料代を含む)

16)定員  80名
(7)申 し込み

帥日本学校体育研究連合会事務局 (郵送or Fax)

〒1510052 東京都渋谷区代々木神園町3-1
国立オリンピック記念青少年総合センター内

Fax 03-3465-7464
鱚)参加費振り込み先 (郵便局)
日座名義  (財)日 本学校体育研究連合会事務局
口座番号  00130-2-563814
*郵便局備え付けの振込用紙にて,事前にお振り込
みください。

(9)問 い合わせ

荒川区立第七峡田小学校校長・堀内俊雄

TEL 03-3895-3176

「しなやかな心と体の発達を促す運動遊び」

(2)内容・講師

①最近の幼児の体力・運動能力とこれからの体力

つくり (講義)
…東京学芸大学名誉教授 近藤充夫氏

②巧技台を工夫して動きつくりを考える (実技)
…東京学芸大学名誉教授 近藤充夫氏

③ゲームから動きつくりを考える (実技)
…日本女子大学教授 岩崎洋子氏

④リズム運動・表現運動から動きつくりを考える

(実技)― 鶴見大学短期専任講師 朴 淳香氏
(3)日 時 平成15年 8月 7日 (木)・ 8日 (金 )
14)会場

日本女子大学体育館・日本女子大学附属豊明小学

校体育館 (」R山手線・目白駅徒歩 15分,地下鉄有

ξ)

い)研修テーマ
「徹底研修,実技と研究協議J
12)内容・講師

①基本の運動…大阪教育大学教授 赤松喜久氏
②ゲーム………東京学芸大学助教授 鈴木秀人氏
③体つくり運動 ……新潟大学教授 佐藤勝弘氏
④器械運動……東京学芸大学助教授 水島宏一氏
(3)日 日寺

平成15年 7月 31日 (木)・ 8月 1日 (金 )

14)会場

千代田区立昌平小学校 (JR山手線・秋葉原駅徒

歩 7分 ,」R中央線・お茶の水駅徒歩10分 ,地下鉄

楽町線・護国寺駅徒歩10分 )

諄
=:言
“
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銀座線・末広町徒歩 5分 )

|=綺豪羹:酢萎響轍 11
1)研修テーマ

{5)参加費 4,000円 (資料代を含む)

16)定員  100名
(7}申 し込み

練馬区立早宮小学校 服部鋭司校長 (郵送or
Fax)

〒1790085 東京都練馬区早宮4-10-17
Fax 03-5984-0934

(8)参力口費振り込み先 (練馬区光が丘郵便局)

日座名義  全国学校体育実技研修会事務局
月晨音5鋭司

口座番号   00100-2-480813
*郵便局備え付けの振込用紙にて,事前にお振り込
みください。

「バスケットボールを使ったハンマー投げ及びター

ボジャボを使ったやり投げの基礎技術の習得J

(2)内容・講師

陸上競技 ハンマー投げ・やり投げ
…茨城県立土浦湖北高等学校教諭 山崎祐司氏

(3)日 時 平成 15年 7月 25日 (金 )
14)会場

東京都立つばさ総合高等学校グラウンド (京浜急

行 。大鳥居駅徒歩 8分 )
b)参加費 無料
崎)申 し込み       ｀

東京都立大学附属高等学校 (定 )杉 山正明
(Fax)

〒1520023 東京都目黒区八雲 1-1-2
Fax 03-3724-7041
Te1 03-3723-9966

―-38-―
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担当職務 氏  名 現 職  職 名 電  話 担当職務 氏  名 現 職  職 名 電  話

名誉会長 大石三四郎 筑波大学名誉教授 自 0480657813 常務理事 佐山 義昭 板橋区立志村第二中学校校長 自 0422-54-6]32

会   長 浅田 隆夫 筑波大学名誉教授 目 0333121891 同 丼上アヤ子 創価大学教育学部教授 自 0425730529

副 会 長 金森  供 元東京都立九段高等学校校長 自 0488616855 監  事 大畑 重喜 元筑波大学附属ろう学校冨l校長 自 0471‐ 747150

同 深リ 長郎 国士舘大学文学部教授 自 0333212726 同 片岡 暁夫 国士舘大学体育学部教授 自 0333036649

理 事 長 田川 利賢 元東京農工大学教授 自 0422-“ -7987 1同 森  知高 福島大学教育学部教授 自 0245453237

日」理事長 三原 忠彦 刀行中市教育委員会体育課課長 自 0426653165 幹   事 古 l‖ 浩洋 都立工業高等専門学校助教授 自 03埒8854156

同 友添 秀則 早稲田大学人lBl科学部教授 自 042325844] 同 三浦美知子 竹早教員保育士養成所 自 0357497170

常務理事 後藤  ―彦 荒川区立ひぐらし小学校校長 自 0489222084 事 務 局 小野 良子 学体運事務局主任 自 0333907658

同 堀内 俊雄 荒川区立町屋幼稚園園長 目 0297747241 同 酒井志百里 同   副主任 自 0425277270

ε

くll

Nα 県  名 理事氏名 現 職  職 名 電  話 1評議員氏名 現 職 ・ 職 名 電  話

l 北海道 宮崎 岩次 札幌市立厚別東小学校校長 011-898-4650 西村  正 本L幌市立山鼻南小学校校長 011-532‐8340

大野 憲義 北海道恵庭南高等学校校長 0123‐ 32-2391

2 青 森 関合 信孝 青森県立八戸工業高等学校校長 0178‐ 22-7348

3 岩 手

富 城 高木 力雄 宮城教育大学教授 022-214-346]

5 秋 田 佐々木信吉 秋田市立飯島小学校校長 018-845-0377

6 山  形 斎藤 俊昭 山形県立山形中央高等学校校長 023-64]-73]]

7 福  島 安藤 重男 梁川町立梁川中学校校長 024-577-2161

8 茨 城 小室  洋 茨城県立多賀高等学校校長 0294-33-0044

9 栃 木 田中 ―宏 栃木県立日光高等学校校長 中山 正孝 宇都富市立陽南中学校校長 0286581293

10 群 馬 永島  武 群馬県立館林高等学校前校長 0276-72-4307

]] 埼  玉 桐生 貞雄 埼玉県立浦和高等学校校長

千  葉 久保 浩二 千葉県立松戸南高等学校校長 04-7391‐ 2849 東間 義夫 千葉市立末広中学校校長 043-2651818

13 東  京 梅村 和伸 東京都立井草高等学校校長 03-3920-0319 島宮 道男 東京都立芦花高等学校校長 03-5315-3322

斎藤 滋樹 世田谷区立松沢中学校校長 03-3303-738]

菅原 健次 北区立としま若葉小学校校長 03-3912-1458

神奈り| 山本  博 横須賀市立神明小学校校長 046-834-4315 栢沼 行雄 小田原市立自鴎中学校校長 0465-34-1736

齋藤惣太郎 横浜市立神大寺小学校校長 045-491-9478

15 山  梨 根津 陽= 甲府市立東中学校校長 055-2331379 三井  忠明 甲府市立甲府商業高等学校教頭 055-2417511

長  野 小林 健孜 長野市立裾花中学校校長 026-226-1804

]7 新  潟 西澤  忠夫 出雲崎町立出雲崎小学校校長 0258-78-2205



県 名 理事氏名 現 職 ・ 職 名 電  話 評議員氏名 現 職 ・ 職 名 電  話

富  山 森本 清隆 八尾町立八尾中学校校長 076-455-2220 児島 博史 砺波市立砺波東部小学校教頭 0763‐ 32-2271

石 ||| 水野 郁夫 金沢市立夕日寺小学校校長 076-252-8634

福  丼 中野 藤諭 福井市明倫中学校校長 0776-36-3826

2] 岐  早 岩田  薫 岐阜県立岐阜三田高等学校校長 058-237-5331

静  岡 鈴木 敏彦 静岡県立富士宮西高等学校校長 0544-23]124

愛  知 天野 孝雄 愛知県立松平高等学校校長 056558]144

渡這  佑 名古屋市立笠寺小学校校長 052-8215188

二  重 瀬吉 淳三 二重県立み/t夢学園高等学校校長 059-226-6317 杉本 吉弘 鈴鹿市立大木中学校校長 0593-85-0316

25 滋 賀 藤原 一麿 高島町立高島小学校校長 0740-36-1106

京  都 橋戸 良行 京都市立双ケ丘中学校校長 075-463-8165 荻野 隆 三 舞鶴市立岡田下小学校校長 0773-82-0024

27 大  阪 高橋   庸 大阪府立久米田高等学校校長 0724-43-6651 小野 邦明 茨木市立沢池小学校校長 0726-25-6300

自石 大阪市立我孫子中学校校長 06-6697-8161

兵  庫 中嶋  守 兵庫県立川西緑台高等学校校長 0727-93-0361 演田 浩嗣 兵庫県教育委員会事務局体育保健課主幹 078-362-378フ

浅井 伸行
兵庫県教育委員会事務局体育
保健課学校体育係長

奈  艮 辻本 丈夫 奈良県立王寺工業高等学校校長 0745-72-408] 粕田  保 香芝市立二上小学校校長 0744-43-7345

和歌山 西国 政雄 和歌山市立高積中学校校長 0734η -0595

31 鳥  取 小谷 知載 佐治村立佐治中学校校長 0858-88-0840

島 根 小豆澤 盾 松江市立第三中学校校長 0852-21-0531

岡  山 宗高 平八 岡山市立京山中学校校長 086-254-2797

広  島 中山 龍興 広島市立袋町小学校校長 082-247-924] 河野 ―則 広島市立可部小学校教頭 082-814-2428

山 口 佐倉弘之甫 山口県立徳山養護学校校長 0334-25-5378

徳  島 村山 一行 徳島県立城西高等学校校長 088-631-5138 山本 貴春 徳島県立城ノ内高等学校教諭 088-633‐ 1603

37 香 り|| 溝渕 利博 香川県立高松高等学校校長 0878317251

愛 媛 森  晴光 松山市立余土小学校校長 089-972‐0322

高  知 葛目 英男 南国市立岡豊小学校校長 088862Ю 022

福  岡 図師 靖範 福岡市立青葉中学校校長 092-691-9386 鈴木 文 博 福岡市立内野小学校校長 092-804-2207

力0留部征男 福岡県立水産高等学校校辰 0940-52-0]58

佐 賀 古賀 和彦 佐賀市立城南中学校校長 0952-24-4338 島  一満 佐賀市立城南中学校教諭 0952-24-4338

長  崎 松田 克彦 長崎市立小島中学校校長 095-821‐ 9125

鵜 熊 本 近藤   亨 熊本県立甲佐高等学校校長 096-234‐ 0041

鋼 大  分 山本 伸 子 大分県立聾学校校長 097M32047

宮  崎 中占佐  利 8召 宮崎県立宮崎南高等学校校長 0985-51‐ 4109

鹿児島 石踊 政昭 鹿児島県立鶴丸高等学校校長 099-25]7387 岩元 賢治 鹿児島市立甲南中学校校長 099-254-9155

47 沖  縄 |
宮城 初男 那覇市立石田中学校校長 098832ワ 308
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【平成13年度賛助会員 (追加者)】
一般賛助会費 (1万円) 千  葉 菅 各 好 男 福  丼 野 口 つぎ代 島 根 石 倉 國 男 佐  賀 鵜 池 國 幸

茨 城 藤 丼 伸 二 新  潟 毛 原 亮 照 斉  藤  優 岡  山 森 本 昭 洋 大  分 吉 田 征四郎

栃  木 栗 田 和 行 石 三 引 義 晴 岐  早 酒 丼 鉄 男 愛  媛 阿 部 由美子 宮  崎 田 中 久 光

一般賛助会費 (5千円) 秋  田 鈴 木   誠 群 馬 鳩 山 定 次 石 ||| 中 森   智 大  阪 池 田 晴 子

北海道 百 原 金 治 山 形 奥 山 利 夫 千 葉 :鈴 木 純 也 福 丼 前 田 和 子 兵 庫 西 村 幸 雄

高 橋 秋 男 梅 本 俊 芳 面 高 正 孝 静  岡 岡 村 福 彦 桑 形 宗 光

青 森 サ|| 諭 福  島 鈴 木   仁 大 野   武 愛 知 稲 垣 幸 好 鳥  取 三 浦 三 弘

岩 手 斉 藤   誠 鈴 木   勇 東  京 醍 醐   潔 滋 賀 勝 見 一 寛 福  岡 古 賀 義 次

四 戸 孝 丸 茨  城 大久保 邦 男 神奈川 山 崎   勝 京 都 水 谷 一 成 長  崎 久 米 克 業

秋  田 國 井 和 男 栃 木 大 員 隆―郎 長  野 川 村 良 三 大  阪 中 丼   馨 熊 本 高 本   勝

【平成14年度賛助会員】

一般賛助会費 (]万円) 福 島 深 谷 秀 三 千  葉 正 司   博 島 根 久保田   稔 福  岡 青 初! 好 晴

Jじ毎適 宮 崎 岩 次 吉 野 純 一 神奈川 櫻 井 貞 矢 岡  山 森 本  B召 洋 奥   誠 一

サ|| 端 恵美子 佐 藤   勇 福 丼 斎 藤   優 川 井 典 子 佐 賀 鵜 池 國 幸

声  森 内 山 邦 彦 茨 城 湯 本   孝 滋 賀 丼 関 正 和 山  口 三 井   裕 樹 下 哲 明

宮  城 及 り 勝 友 群  馬 高 橋 祥 夫 兵  庫 杉 山 圭 子 阿 野 尚 之 反  崎 香 島 正 佳

山  形 塚 本 祖 玄 奈 良 泰 男 奈  良 鎌 田 正 也 愛  媛 阿 部 由美子 鹿児島 東 喜美雄

佐 藤 充 男 千 葉 海 保 教 之 島  根 渡   紀 彦 今 丼 勝 範 沖 縄 波 照 間 ミ サ 子
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1 書類等の提出
年度初めの書類は,前年度の事務局ならびに県教
育委員会宛に送付いたしますので,連絡等よろしく
お願いいたします。会長・事務局等が変わられた場

合には,速やかにその旨をお知らせください。また,

書類等がお願いした期日までに提出できない場合に

は,必ず事務局までご連絡ください。
2 分担金等の納入方法
①分担金

②全国学校体育研究大会紀要 (15年度二重大会)

の申し込み

③全国学校体育実技研修会 (幼稚園・保育園の部)
の申し込み

④50周年記念誌の申し込み

⑤一般賛助会費

以上に関しては,すべて郵便振込でお願いいたし
ます。

口座番号 東京 00130-2-563814
口座名義  (財)日 本学校体育研究連合会事務局
3 特別賛助会員団体会費の納入方法

一般賛助会費 (5千円) 山  形 奥 山 不J 夫 群  馬 婦 山 定 次 福  井 前 田 和 子 兵  庫 西 村 幸 雄
北海道 高 橋 秋 男 梅 本 俊 芳 千  葉 鈴 木 純 也 静  岡 岡 村 福 彦 鳥 取 三 浦 三 弘

青 森 ′|| 利 福 島 鈴 木   仁 面 高 正 孝 滋  賀 勝 見 一 寛 福  岡 古 賀 義 次

岩  手 四 戸 孝 丸 鈴 木   勇 神奈川 山 崎   勝 京 都 水 谷 一 成 反  崎 久 米 克 業

秋 田 國 丼 和 男 茨 城 大久保 邦 男 長  野 川 村 良 三 大  阪 中 丼   馨

鈴 木   誠 栃  木 大 買 隆―郎 石 り‖ 中 森   智 池 田 晴 子

―-40- -41-



第 40号 連体学

特別賛助会費は,銀行振込でお願いいたします。
振込宛先  東京三菱銀行 新宿中央支店

普通口座  5230569
口座名義

(財)日 本学校体育研究連合会 会長 浅田隆夫
4 事務局開局日時
火曜・木曜・金曜日

Te1 03-3465-3954
Fax 03-3465-7464   「

Eメ ール gJくutairen@msb biglobe nejp

事務局が留守の場合には,留守番電話に用件・ご
連絡先等を録音していただくか, ファックス・メー
ルにてご用件をお知らせください。折り返しご連絡
いたします。

頒布ご希望の方は郵便局備え付けの振込用紙にて,
「50周年記念誌」と明記のうえ,下記回座までお振り
込みください。即日,宅配便 (佐川急便)に て送付
いたします。
日座番号 東京 00130-2-563814
口座名義  (財)日 本学校体育研究連合会事務局

12:00～ 16:00

(財 )日 本学校体育研究連合会では,50周年記念事
業の一環として,「 50周年記念誌」を刊行いたしまし
た。本誌の内容は以下の通りですが,本連合会の歩
みがひと日でわかり,第 1回からの全国大会研究テ
ーマー覧 (分科会を含む),全会報 (縮小版)等,大
変好評をいただいております。

ξ)

50周 年 記 念 誌

A4判  440頁
頒布価格
2, 500円
(送料サービス)
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高等学校部会 特殊教育諸学校部会
まとめと課題

Ⅳ 全国学校体育研究大会関連資料
体育関係学習指導要綱・学習指導要領一

覧

全国学校体育研究大会分科会主題および

研究概要

第Ⅲ章 財団法人日本学校体育研究連合会の回顧
と展望
I 「これまで」
―初代から4代会長の偉大な業績―

Ⅱ 「いま」-5代から6代会長の業績―
Ⅲ  「これからJ
一学校体育問題と授業研究の充実に向け
て一

第Ⅳ章 資料
I 歴代役員
Ⅱ 会則
財団法人日本体育指導者連盟寄附行為
財団法人日本学校体育研究連合会寄附行為
〈設立時)

財団法人日本学校体育研究連合会寄附行為
(現行〉

全国学校体育研究大会開催基準要項
全国学校体育研究優良校・功労者表彰要項

研究助成募集要項

加盟団体分担金

賛助会員に関する規定

体育用品推薦要項

財団法人日本学校体育研究連合会象徴旗
Ⅲ 教育・研究に関する図書・出版物
図書 機関誌

付録  学体連会報

げ

平成15年 6月 27日

全国学校体育研究大会・研究協議会等

学体連主催行事に対する特別賛助会員関係の

広告・展示等の扱いについて (お願しヽ)

(財)日本学校体育研究連合会

会長 浅田 隆夫
従来,標記大会の研究紀要等の出版物には学体連特別賛助会員関係の広告を,本部の責
任において掲載してまいりました。会報についても同様であります。

最近,大会開催にあたり,開催地実行委員会から特別賛助会員に対し,有料での広告掲
載や展示の依頼が行われている事例があります。

ついては,学体連として年間 150万 円以上拠出の特別賛助会員については従来通りの
扱いとし,他の特別賛助会員については開催地実行委員会とご協議のうえ,なるべく開催
地実行委員会の要望にお応え賜うようお取り計らいただきたく, ここにお知らせする次第

です。なにとぞ, ご理解とご協力をお願いいたします。

「=器冊=~器‥===‥‥=――出===‥ =器 ==―‖器‥一」‥‥==‥“・=謝器‖=¬

l  日本学校体育振興会饉称学体振)とは  I

: (財 )日本学校体育研究連合会を通じて,学童・ i
: 生徒の体力作りに貢献する異業種企業の集まり !
1 です。                    1
11                                                                   :l

i◎ 発 起 人 企 業
                      i

:l                                                                   11

:   学習研究社株式会社      東京都大田区仲池上1-17-15 1

1   児島株式会社         岡山県倉敷市児島川劇12-460 ‖

i   株式会社ジェティービー    東京都品川区東品川2-3-11  11
11                                                                   !:
lI                                                                   !l

事務局 株式会社シューズ 。アカデミック          ::

大阪府門真市末広町40-5ア ドラブール古川橋501 ‖
T[[06-6780-6801  ::

ll
llL======‖===‖‖=‖■■■■■====■ :‖======:===■■■==‖ =■■:=======‖ ==‖‖=====‖■■:==:======‖ ‖‖=■■■■=====‖ :=I:“‖‖‖======:=出 =・」
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新体カテスト集計・分析システム

ヽSPリジD躙 丁 圧 ST集 言十・分析処理轟金o劫 220円餓υ
―

園築T攣脅社
学体連特別替助会員

(東京)〒 1160013荒 川区西日暮里 2-50-5容 o338919802
(大阪)〒5640044吹 田市南金田 2-19-18蓉 0663801391

-島

市西区横川新町 7-14● 0822346800
札幌・仙台・小山・横浜・名古屋・神戸・福岡・新潟・金沢 沖縄

く)

払学研式0体カテスト診断システム(文部科学省新体カテスト実施要項準拠)

=人ひとりの健康的な生)舌づくりrc~
活用できるデ=夕をラインアップノ
学体連支援企業

団   (株)学習研究社 教科歯書事業部
「●63502東京都大田区仲池上 1‐ 17 15 TEL 0337268134

△個人半J定票
帳票はすべて,扱いやすいA4サイズです。

小学校・中学校・高校用

FAX 0337268148

◆美|ホ
◆満足 朝の…缶
◆元気 飲むサラダ

低カロリー・食塩無添加
1缶 /160g250円 (税局J)

30缶 入 1ケース 全国配送

ミリオンの緑黄色野菜ジュース

ミ リ オ ン 株 式 会 社  霧讐質罫 縫調 状 宮区桜木町 1¬ 25
TEL 048-641-2291 FAX 048-641-4011
URL http//www mtt onpower cOjp

√ |
ヽ

(財)日本八ン ドボール協会では
ハンドボールの実践研究推進校を募集しています。

1 趣旨
小学校における教材としての八ンドボールの課題について,総合的に実践研究を行い,体育科

授業の充実を図るとともに,八ンドボールの普及を図る。

2 研究実践期間
おおむね 2年間とする。

3 対象推進校
各都道府県協会より推薦された小学校の中から20校

程度選定する。選定は (財)日本八ンドボール協会学

校体育八ンドボール検討委員会で行う。

4 経費
日本協会は,研究委託費として ,予算の範囲内で支

出委任する。

5 申し込み及び問い合わせ先
応募の際には,以下にお問い合わせください。

FF HANDBALL

(財)日本ハンドボール協会学校体育八ンドボール検討委員会 (代表 佐藤 靖)
〒010-8502 秋田市手形学園町 1-1

秋田大学教育文化学部 スポーツ 健康教育講座 佐藤研究室
Tel&Fax   0 1 8-8 8 9-2 5 7 7



我々は(財)日本学校体育研究連合会の特男1賛助会員です

我々はスクールシューズの専門のメーカーと販売店の団体です

『我々は訴え続けています』

1 児童、生徒の成長と健康はシューズから
2足 の健康と発育を考えているシューズです
3毎 日、研究 開発に携わつています

特別賛助会員『学校体育シューズ研究会』
協 和 株式会社

株式会社 アスティコ (メーカー )
連絡先 丁e1078-611-4376(事 務局)

瘍
暉
枷

…

¨ 臨

国

(財 )日 本学校体育研究連合会 特別賛助会員

NECインターチャネル株式会社

NE⊂

曰 詞

口「器械運動」、「表現運動」、「体つくり」、「保健」を収録。

■体育の事前学習に最適な内容。

■「めあて」に沿つて単元の学習計画庭子勘 樅み立てう働九

日[指導用]に よ「指導案集」「練習カード集」を添付。

価格 (税別l―

109.500円

[スクールバック22本セット]
214,000円

[スクールバック42本セット]
404,000円

[指導用] 14.500円
[児童用] 9,500円
[スクールバック11本セット]

だ
キンボーIレ

「共遊」「主体」「創造」を構築する
ニュースポーツ…それが、キンボール
「共遊J … 1チーム4名ですが12名まで登録できるので12

X3チームの最大36名が同1寺に共遊できます。
「主体J… ヒットの時は、相手チームカラーの指定に声を

出さなければなりません。誰もが主役になりな
がら、個々の技量、体格差は問いません。

「創造」 … リードアップゲームは、競技型ゲームより独立し、

参加者も自由に創意工夫し、互いに学び合う

ゲームです。

1チーム4名 、3チ ームでプレーする
ユニークなスポーツで、直径122cm、

雰露じ喘祭り観職
を競います。

錮
L摯
5濡貪麒蘊

`課

ヮ3墓撼な         TEL.06-6981-4626(ft)FAX 06-6981‐ 6]
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世
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。

憧れのあの国、あの街へ  ・・・、
あなたらしさで選13i旅 .DレックJTB」。

成長期の正しい足の発育促進に大きな効果を発揮する

画期的な21世紀のシューズ !

…″ γ 濯 ″ 教育バレー。DX

日 進 コ L株 式 書 社

〒7000034 岡山市高柳東町13-46
TEL(086)252 2456 FAX(086)2548595 コ宿ワ生鳳 教育バレー。

特徴

0曇暮:島仔:れ星肇撃。

0召叢Z聾%ソ
ーリし式の

(E)箸層覺経る暮革Z機用。

● ゝ

"mの
は、日進ゴム (株)の登録商標です。



足もとからの側彗拝表づくりと侶ゞ」力づくりに

斃 腸 甕

運動性能に力日え耐久性・安定性、そして

快適性を一段とアップした体育館シューズ

″ 甕 脚 ″ 甕
●カラー :青。赤・緑・黄

θaaa

●サイズ :21.0-28.0・ 29.0。 30.0・ 31.0

※教育7000・教育8000のアウトソールはトーマスヒール理論を採用した独特のパターン。

着地時や直立時の安定感を高め、土踏まずの形成扁平足の矯正に役立ちます。

霞異 日本学校体育研究連合会特別賛助会員
会 長 渡退 昌平

理事長 森本 俊宏
教育シユーズ振興会

本部事業部 〒700-0034岡 山市高柳東町13番 46号 日進ゴム輸内
TEL(086)252-4381  FAX(086)254-8595


